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た
ち
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富
良
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圏
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上
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良
野
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良
野

　
　
町
、
富
良
野
市
、
南
富
良
野
町
、
占
冠
村
）
に
は
、
魅
力
た
っ

ぷ
り
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
名
所
な
ど
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
毎
年
、
多

く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
地
域
に
住
む
私
た
ち
自

身
、「
隣
の
ま
ち
の
こ
と
を
良
く
知
ら
な
い
」
と
い
う
人
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
う
し
た
声
に
お
応
え
し
、
平
成
　
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

２６

「
広
域
連
携
企
画
」。
こ
の
特
集
で
は
、
富
良
野
圏
域
の
自
治
体
職
員

（
広
報
担
当
）
が
集
ま
っ
て
テ
ー
マ
を
決
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
の
情

報
を
広
報
紙
で
紹
介
し
合
っ
て
い
ま
す
。
１
年
目
は
「
と
な
り
ま
ち

で
遊
ぼ
う
！
《
親
子
編
》」、
２
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は
「
と
な
り
ま
ち
で
遊
ぼ
う
！

《
シ
ニ
ア
編
》」、
３
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は
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と
な
り
ま
ち
で
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ぼ
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イ
ク
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ン
グ
編
》」、
４
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は
「
と
な
り
ま
ち
で
遊
ぼ
う
！
《
鉄
路
編
》」
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特
集
し
ま
し
た
。
過
去
の
広
報
紙
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で

き
ま
す
。
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広
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連
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、
Ｓ
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Ｓ
が
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及
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写
真
映

え
」
な
ど
と
い
う
言
葉
が
流
行
す
る
中
、「
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
お
出
か

け
し
よ
う
！
」
と
題
し
て
、
気
軽
に
撮
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き
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富
良
野
圏
域
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さ

ま
ざ
ま
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ポ
ッ
ト
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紹
介
し
ま
す
。
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夏
、
カ
メ
ラ
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持
っ
て
、

富
良
野
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域
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っ
て
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て
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さ
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。
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富良野西岳登山道コー富良野西岳登山道コースス

　富良野芦別道立自然公園に指定され、富良野芦別道立自然公園に指定され、冬冬
は富良野スキー場として親しまれていは富良野スキー場として親しまれているる
富良野西岳。尾根まで行けば富良野盆地富良野西岳。尾根まで行けば富良野盆地がが
一望できる登山愛好者に人気の山です。一望できる登山愛好者に人気の山です。運運
が良ければ雲海に遭遇することが良ければ雲海に遭遇することもも。。
●富良野ロープウェー山頂～西岳山●富良野ロープウェー山頂～西岳山頂頂
　鰹鰹上上 ２時間１５分２時間１５分／／鰹鰹下下 １時間４５分１時間４５分

富良野西岳登山道コース

　富良野芦別道立自然公園に指定され、冬
は富良野スキー場として親しまれている
富良野西岳。尾根まで行けば富良野盆地が
一望できる登山愛好者に人気の山です。運
が良ければ雲海に遭遇することも。
●富良野ロープウェー山頂～西岳山頂
　鰹上 ２時間１５分／鰹下 １時間４５分
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FURANO
富良野富良野市市

▲図書館１階「ステンドグラス」

　平成３年にオープンした図書館の１
階には、開館を記念して寄贈されたス
テンドグラスがおだやかな光を放ち、
来館者を出迎えます。時間の経過とと
もに表情を変える姿を撮影してみてく
ださい。なお、撮影の際は、他の利用
者の迷惑にならないよう注意してくだ
さい。

コンシェルジュ  フラノ

　新しい中心市街地の拠点施設として
生まれ変わったコンシェルジュ フラノ
（旧三番舘ふらの店）は、「観光」「滞在」
「食」をテーマにした、おもてなしと情
報発信の拠点。外観は道産木材をふん
だんに使ったシンボリックなたたずま
い。この夏の人気スポットです。
鰹問 ふらのまちづくり㈱　拶23‐5177

鳥沼公園

　郊外にある自然を利用した静かな公
園で、湧き水による沼の透明度は非常
に高く、水面に映る木々が大変美しい
スポットです。夏はヘイケボタルも鑑
賞できます。１０月８日までの土・日曜
日と祝日は無料でボートを利用できます。

麓郷展望台

　麓郷一帯が見渡せる展望台。ここか
らの景色は農林水産省「美しい日本の
むら景観百景」に選ばれ、雄大な大自
然と素朴な農村の風景が広がります。
展望台周辺には約２haの花畑が広がり、
ラベンダーやサルビア、ひまわり、しゃ
くやく、クレオメ、コスモスなどが咲
き誇ります。
鰹問 共済農場　拶29‐2233

ル・ゴロワ フラノ「ゴロワの鐘」

　名誉市民で脚本家の倉本聰さんが、店舗デザイン及びメニューを監修、店
舗の命名やロゴデザインを行った「ル・ゴロワ フラノ」は、北海道の食材に
こだわったイタリア料理店。店舗の外壁に
は、日本屈指の左官技能士、挾土秀平さん
が制作したモニュメント「ゴロワの鐘」（
写真右奥）が設置され、風格あるたたずま
いがひと際目を引きます。足元の小石やビ
ー玉を優しくモニュメントに放り、鐘の音
が鳴る瞬間を撮影してみてください。
鰹問 新富良野プリンスホテル　拶22‐1111

鳥沼公園

コンシェルジュ  フラノ

麓郷展望台
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旭野やまびこ高地（かみふらの八景）

　上富良野駅から７.５娃の旭野地区にある高台で、
畑の奥には十勝岳連峰を望み、その迫力とス
ケールの大きさを実感できます。星を見るにも
適した場所で、月明かりのない晴れた夜には、
天の川を見ることもできます。

▲和田草原とどんぐりの郷（かみふらの八景）

　道道２９１号線と東４線道路の交差点にある駐車場に車を止めて、歩
いて急な坂を登りきると、目の前になだらかな草原が広がります。東
には十勝岳連峰、西には市街地を一望でき、八景の中でも唯一、車か
ら降りて歩かないと見られないスポットです。草原を吹き抜けるさわ
やかな風を感じながら、ゆっくりと景色を楽しんでみてください。

KAＭＩ- FURANO
上富良野町

▲千望峠（かみふらの八景）

　国道２３７号線を富良野から旭川方面へ進み、
上富良野町内の観音像がある交差点を左折し、
約５娃のところにある千望峠。ここに設置さ
れている展望台からは市街地を一望でき、夜
景を眺めるのに最適です。

旭野やまびこ高地

深山峠（かみふらの八景）

　この夏、深山峠アートパークの「展望台テラス」
に写真撮影用のフレームアートがお目見えしま
した。これはトリックアート美術館で使用してい
た物などを再利用。額縁越しには絵画のような十
勝岳連峰と丘陵地帯が広がります。

深山峠アートパーク「展望台テラス」

55 FFuurraannoo 22001188--88

▲町営ラベンダー園（北星山付近）

　夏は色とりどりの花々に包まれ、
冬は白銀のゲレンデとして多くの人
に親しまれている町営ラベンダー園。
この時期は、一面のラベンダーを眺
めながら、観光リフトで山頂に登る
と、十勝岳連峰と田園風景を一望で
きます。北星山の森林公園では、ゆっ
たりのんびりと森林散策を楽しむこ
とができ、クマゲラやエゾリスたち
が出迎えてくれることも。

本幸地区（ベベルイ）

　西富丘と隣接する農業地域「本幸
地区（ベベルイ）」。この地区の「ベ
ベルイの湧き水」は８千年前の遺跡
の上に湧き出ていることから、縄文
時代にはすでに使われていたとも言
われています。

なかふらのサイクリング２０１８

　町内をぐるっとまわるサイクリン
グイベントが間もなく開幕！ロング
ライド（約５０娃～６０娃）、のんびりラ
イド（約２０娃）の２コースがあり、
秋を感じながら楽しむことができま
す。ゴール後は、秋の味覚採れたて
新鮮野菜と、ジンギスカンのバーベ
キューも楽しめます。
と　き　９月２４日鰹月 　
　　　　午前８時～午後２時
鰹問 なかふらの花ライドプロジェクト
 （なかふらの観光協会事務局）

拶３９‐３０３３

本幸地区（ベベルイ）

なかふらのサイクリング（鳥沼と中富良野町の境界付近）

NAKA-FURANO
中富良野町
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つり橋と下金山の紅葉

　ＪＲ下金山駅から国道２３７号線を
右手に少し進むと、左手に「東栄橋」
と名付けられた古いつり橋がありま
す。全長９５m、幅員２mの歩行者用
のつり橋で、２３カ所あるコンクリー
ト造りの支柱とケーブルで支えられ、
歩行部分は木板張り。川の水面が近
く、板張りの隙間からは川面を間近
に見ることができます。秋になると
周りの木々が紅葉し、つり橋とのコ
ントラストに目を奪われます。

かなやま湖カヌー

　南富良野町の中央にある「かなや
ま湖」。夏はカヌー、冬はワカサギ釣
りといったアウトドアが満喫できる
スポットです。カヌーに乗って湖面
から見るかなやま湖周辺の風景は四
季折々の写真を収めることができま
す。冬はワカサギ釣り用の色とりど
りのテントが並び雪景色のかなやま
湖が映える写真になります。
鰹問 南富良野まちづくり観光協会　

拶３９‐７０００

金山ダム展望台

　国道２３７号線 と道道４６５号線の交差
点から幾寅方向に約３娃で「展望台
入口」という看板を目印に山のほう
に入ると展望台があります。紅葉時
期になると湖面に映える景色がきれ
いで、年に数回、ダムの放流も見る
ことができます。

▲映画鉄道員の舞台「幌舞駅」

　平成１１年に公開された故高倉健さん主演の映画「 鉄  道  員 」。その舞台に
ぽっ ぽ や

なった幌舞駅（幾寅駅）には今も多くの観光客が訪れます。ロケセット
もそのままで、駅の中にはロケ当時の衣装や備品など多く展示され、映
画の雰囲気そのまま写真に収めてみてください。

つり橋（奥）と下金山の紅葉

かなやま湖カヌー

南富良野町

MINAMI-FURANO

金山ダム展望台
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SHIMUKAPPU
占冠村

▲雲海テラス
「Cloud PooL（クラウドプール）」

　道内最大級の滞在型リゾート「星野
リゾート　トマム」の雲海テラスに誕
生した『クラウドプール』。壮大で神
秘的な景色と、雲の上にいるような浮
遊感を楽しむことができます。大自然
が生み出す占冠村自慢の絶景です。
鰹問 星野リゾート　トマム 拶５８‐１１１１

 赤  岩  青  巌  峡 
あか いわ せい がん きょう

　赤色の巨石と清流鵡川が織りなす
独特の景観が魅力の赤岩青巌峡。１０月
上旬から中旬の紅葉時期には木々が
赤や黄色に染まり、いっそう景色を引
き立てます。

赤岩青巌峡

巨石と 苔 の森
こけ

　ニニウキャンプ場に
向かう途中に位置する
人気のクライミングス
ポット。こちらの遊歩
道が散策の舞台です。
森の中に横たわる赤い
巨石と美しい苔の世界。
６月から１０月までの間、
各シーズンによって花
や苔、キノコなど、さ
まざまな植物を観察で
きます。
鰹問 ニニウキャンプ場　

拶５６‐２３５２

巨石と苔の森
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平成３０年度

予予算算概概要要
当初予算と一般会計６月補正予算 

122億1,660万円

61億7,160万円

15億3,490万円

一般会計

特別会計

企業会計
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収
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設
設
置
事
業
補
助
金
、
東
９
条

道
路
改
良
舗
装
事
業
に
取
り
組

む
一
方
、
扇
山
橋
架
換
事
業
な

ど
の
完
了
に
と
も
な
う
事
業
費

の
減
額
に
よ
り
、
総
計
で
は
前

年
度
当
初
予
算
に
対
し
２
億
１

千
６
４
０
万
円
の
減
（
１
・
７

％
減
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入

■
自
主
財
源
　
地
方
公
共
団
体
が
自
ら
の
意
思
決

定
に
も
と
づ
い
て
自
主
的
に
収
入
す
る
も
の

■
依
存
財
源
　
国
や
道
の
意
思
決
定
に
も
と
づ
き

収
入
さ
れ
る
も
の

■
市
税
　
市
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
市
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
の
税
金

■
繰
入
金
　
基
金
か
ら
一
般
会
計
に
組
み
入
れ
る

も
の

■
そ
の
他
　
分
担
金
、
負
担
金
、
使
用
料
、
手
数

料
、
繰
越
金
、
諸
収
入
な
ど

■
地
方
交
付
税
　
地
域
ご
と
の
状
況
の
違
い
を
調

整
す
る
た
め
国
税
の
一
部
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の

■
国
庫
・
道
支
出
金
　
特
定
事
業
に
対
し
国
・
道
か

ら
使
途
を
指
定
し
て
交
付
さ
れ
る
も
の

■
市
債
　
市
の
施
設
を
建
設
す
る
な
ど
で
借
り
入

れ
る
も
の

歳
出

■
義
務
的
経
費
　
扶
助
費
、
人
件
費
、
公
債
費
を

合
わ
せ
た
、
毎
年
必
ず
支
出
が
必
要
と
な
る
費
用

■
扶
助
費
　
生
活
保
護
、
子
育
て
支
援
、
医
療
費

の
援
助
な
ど
の
費
用

■
人
件
費
　
職
員
の
給
料
や
退
職
金
な
ど
の
費
用

■
公
債
費
　
過
去
の
借
入
金
に
要
す
る
返
済
の
た

め
の
費
用

■
普
通
建
設
事
業
費
　
道
路
工
事
や
施
設
な
ど
を

建
設
す
る
事
業
に
要
す
る
費
用

■
物
件
費
　
消
耗
品
や
備
品
な
ど
に
要
す
る
経
費
、

委
託
料
、
光
熱
水
費
な
ど

■
補
助
費
な
ど
　
公
益
的
な
事
業
な
ど
に
対
し
て

の
補
助
金
や
負
担
金
な
ど

■
繰
出
金
　
一
般
会
計
か
ら
特
別
会
計
な
ど
に
支

出
す
る
経
費

伸率
－3.4％予算総額

199億2,310万円
前年度　205億9,920万円

市税（20.6％）
25億1,460万円

繰入金（3.2％）
3億9,100万円

国庫支出金（12.4％）
15億1,050万円 その他（4.8％）

5億8,560万円

道支出金（8.4％）
10億3,140万円

地方交付税（38.8％）
47億3,870万円

自主財源
（28.6％）

依存財源
（71.4％）

一般会計
歳入

１２２億1,６６０万円

市債（5.6％）
6億8,670万円

用語解説 

補助費など（13.5％）
16億4,710万円

人件費（18.3％）
22億3,170万円

普通建設事業費（7.5％）
9億2,010万円

公債費（9.5％）
11億5,550万円

物件費（15.2％）
18億5,520万円

繰出金（11.7％）
14億2,430万円

扶助費（20.0％）
24億4,650万円

維持補修費（3.9％）
4億8,340万円

その他（0.4％）
5,280万円

投資的経費
（7.5％）

一般行政経費
（44.7％）

義務的経費
（47.8％）

一般会計
歳出

１２２億1,６６０万円

地方譲与税・市町村交付金（6.2％）
７億５,８１０万円
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一
般
会
計
の
概
要

　
市
長
選
挙
の
関
係
で
経
常
経

費
や
継
続
事
業
が
中
心
と
な
っ

て
い
た
当
初
予
算
に
、
６
月
補

正
予
算
を
加
え
た
予
算
総
額
は

総
額
１
２
２
億
１
千
６
６
０
万

円
で
、
前
年
度
当
初
予
算
に
対

し
２
億
１
千
６
４
０
万
円
の
減

額
（
１
・
７
％
減
）
と
な
り
ま

し
た
。
３
年
目
と
な
る
「
第
５

次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」

及
び
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
に
取
り
組
み
、

「
安
心
と
希
望
、
協
働
と
活
力
の

大
地
『
ふ
ら
の
』」
の
実
現
を
図

り
ま
す
。

■会計別予算一覧

前年度比平成30年度予算額会計名

△１.７％122億1,６60万円一般会計（6月補正後）

△９.３％６１億７,１６０万円特別会計

△１７.１％２７億１,３７0万円国民健康保険

＋１.６％2１億３,２００万円介護保険

＋７.８％３億３,１６0万円後期高齢者医療

△１０.６％８億８,４６0万円公共下水道事業

＋２.２％１億  ９７0万円簡易水道事業

＋１２.５％１５億３,４９0万円企業会計

+２２.７％８億９,７８0万円水道事業

+０.７％６億３,７１0万円ワイン事業

△３.４％１９9億2,310万円予算総額

※公設地方卸売市場事業は平成２９年度で廃止

■
一
般
会
計
　
福
祉
や
教
育
、
道
路
整
備
な
ど
市
民

生
活
に
関
わ
る
費
用
を
経
理
す
る
会
計

■
特
別
会
計
　
特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
や
、
特
定

の
歳
入
を
特
定
の
歳
出
に
充
て
、
一
般
会
計
と
は

区
分
し
て
経
理
す
る
会
計

■
企
業
会
計
　
独
立
採
算
を
基
本
と
し
、
地
方
公
営

企
業
法
の
適
用
を
受
け
て
設
置
す
る
会
計

■市民１人当たりの行政サービス額

548,46９ 円/人

市民1人当たりに相当する歳出額（支出する額）は、

前年度（551,059円/人）より2,59０円減額となって

います。

一般会計予算額122億1,660万円

人口 ２２,274人（30年2月1日現在）
 １．「ひと」をつなぐ富良野戦略

5,401万円 乳幼児医療給付事業

1,018万円 乳児子育て世帯応援事業

1８０万円 ふらのまちづくり未来ラボ推進事業

402万円 森林学習プログラム推進事業

94万円 出会い総合サポート事業

 ２．「しごと」をつくる富良野戦略

303万円 雇用促進事業

2,844万円 農業担い手育成事業

1,000万円 新規参入支援農地集積事業

1,339万円 中小企業振興事業

2,60６万円 ふらの版ＤＭＯ推進事業

1,000万円 北海へそ祭り実行委員会補助金

 ３．「まち」を育てる富良野戦略

300万円 まちなか居住促進助成金

1,500万円 住宅リフォーム促進事業

５１９万円 移住促進事業

■目的別歳出一覧（一般会計 ６月補正後）

前年度比平成30年度予算額

△0.9％１億7,040万円議会費

＋0.3％23億2,57０万円総務費

＋3.0％43億0,600万円民生費

＋0.5％９億9,060万円衛生費

＋25.8％７億6,630万円農林業費

△22.6％３億8,800万円商工費

△29.8％12億9,340万円土木費

+9.9％７億6,７40万円教育費

+6.6％11億5,560万円公債費

＋23.7％5,320万円その他

△1.7％122億1,660万円合計

まち・ひと・しごと創生総合戦略

平成３０年度の主な事業



110022001188--88 FFuurraannoo

平成３０年度

第１回
　
本
年
度
１
回
目
の
連
合
町
内
会
長
会
議
を
７
月
　
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

１９

市
役
所
庁
舎
の
建
て
替
え
を
は
じ
め
、
地
域
課
題
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
、
多
く

の
貴
重
な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　
　
　

鰹問 
市
民
協
働
課
　
拶
３
９
‐
２
３
１
１

連連
合合
町町
内内
会会
長長
会会
議議
をを

開開
催催
しし
まま
しし
たた

｜

市
役
所
庁
舎
建
て
替
え
に
つ
い
て

【
意
見
】

　
新
庁
舎
建
設
後
、
償
還
金
を
返
済
し
て

い
く
と
き
に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
縮
小
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
。
市
の
考
え
は
。

【
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
】　

　
全
員
分
一
度
に
と
は
な
ら
な
い
た
め
、

毎
年
計
画
的
に
夏
服
、
防
寒
服
、
防
火
衣

に
つ
い
て
対
応
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

【
意
見
】

　
民
生
委
員
の
活
動
に
つ
い
て
、
報
酬
も

低
い
中
で
多
く
の
仕
事
が
あ
る
。
国
の
制

度
の
問
題
も
あ
る
が
、
市
と
し
て
民
生
委

員
の
待
遇
を
改
善
し
て
も
ら
え
な
い
だ
ろ

う
か
。

【
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
】

　
話
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
を
受
け
止
め
、

民
生
委
員
と
話
を
し
て
い
き
た
い
。

【
意
見
】

　
西
町
中
緑
地
公
園
に
芝
生
を
植
え
て
も

ら
え
な
い
か
。

【
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
】

　
現
場
を
確
認
し
、
検
討
し
た
い
。

【
意
見
】

　
連
合
町
内
会
と
民
生
委
員
の
連
携
に
つ

い
て
、
こ
れ
か
ら
話
し
合
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
そ
の
目
的
に
つ
い
て
確
認
し

た
い
。
ま
た
、
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
行
政
単
位
で
異
な
る
と
の
こ
と
だ

が
、
市
で
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

【
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
】

　
民
生
委
員
が
把
握
し
て
い
る
情
報
と
市

の
情
報
を
リ
ン
ク
さ
せ
る
こ
と
が
、
日
ご

ろ
の
生
活
だ
け
で
は
な
く
、
災
害
時
に
は

特
に
重
要
に
な
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
要

避
難
行
動
支
援
者
の
個
人
情
報
開
示
の
要

【
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
】

　
新
庁
舎
建
設
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

に
も
協
力
を
い
た
だ
く
部
分
が
出
て
く
る

と
思
わ
れ
る
が
、
今
ま
で
に
も
財
政
内
容

を
見
直
し
な
が
ら
、
基
金
の
積
み
立
て
を

行
っ
て
き
て
い
る
。
新
庁
舎
建
設
に
よ
り

償
還
金
の
返
済
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
が
、

毎
年
度
の
事
業
を
見
直
し
な
が
ら
、
市
民

生
活
に
影
響
が
出
な
い
よ
う
に
進
め
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
今
年
予
定
し
て
い
る
地

域
懇
談
会
の
中
で
も
、
意
見
を
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

｜

地
域
か
ら
の
提
案
・
要
望

【
意
見
】

　
火
災
や
災
害
時
に
は
、
消
防
団
に
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
夏
の
訓
練
時
の

衣
類
や
冬
の
防
寒
着
が
無
い
と
聞
い
て
い

る
。
消
防
団
員
が
活
動
し
や
す
い
よ
う
に

検
討
し
て
ほ
し
い
。

件
に
つ
い
て
は
、
警
察
、
消
防
、
自
主
防

災
組
織
地
域
に
対
し
て
、
必
要
な
手
続
き

を
経
て
開
示
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

【
意
見
】

　
災
害
時
や
農
地
を
守
る
た
め
に
、
河
川

の
管
理
や
改
修
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
に

行
っ
て
欲
し
い
。

【
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
】

　
計
画
的
に
は
行
っ
て
い
る
が
、
河
川
の

す
べ
て
を
行
う
こ
と
は
難
し
く
、
被
害
が

あ
っ
た
部
分
を
重
点
的
に
行
っ
て
い
る
状

況
。
今
後
、
問
題
の
あ
る
地
区
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と
協
力
し
な
が
ら
、

解
消
に
努
め
て
い
き
た
い
。

【
意
見
】

　
市
議
会
議
員
の
定
数
に
つ
い
て
、
審
議

会
な
ど
で
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

【
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
】

　
意
見
と
し
て
伺
い
ま
す
。
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人
良野に

移る

富
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農
家
に
な
る
夢
を
富
良
野
で
実
現
　
　
　
　

 前  多  
まえ だ

 匠 さん
たくみ

－ 新規就農者 －

　十勝岳連峰を望む西富丘で、３０haを超える広

大な農地で玉ねぎやてん菜、秋まき小麦などを

一家で生産している前多匠さんは、奈良県奈良

市出身の３５歳。

　子どものころから植物が大好きで、通学路付

近の畑を見ては農家に憧れていた前多さんは、

高校を卒業後、「農学部で学びたい。農学部と

言えば北大！」という思いから北海道大学に進

学。大学では稲の 子  実 を脱粒させる遺伝子に着
し じつ

目し、その進化の過程を解明する研究に没頭し

ていました。同大大学院を経て種苗会社へ就職

し、日々、家畜用デントコーンの品種開発に携

わっているうちに「人が食べるものをつくりた

い」という思いを強くし、札幌市内の北海道農

業担い手育成センターで就農相談をしていた

そうです。

　そんなある日、農業担い手育成センターで情

報収集していたところ、センターの担当者から

女性農業後継者との交流会に誘われ「何事も経

験」と思って参加してみると、偶然、富良野圏

域の農業女子グループ「ふら 農  嬢 」で活動して
のっ こ

いる里美さんと運命的な出会いを果たし、共通

の趣味「スキー」の話題で意気投合。間もなく

交際をスタートさせた前多さんは、滝川市内の

花・野菜技術センターで農業研修を受けながら、

里美さんの実家の農作業を手伝い、平成２７年１

月に婿養子として富良野に移住してきました。

　富良野での生活について前多さんは「農家後

継者が減少する中、比較的富丘は後継者に恵ま

れている地域。同年代がたくさんいるので心強

いです」と明かしつつ、「僕みたいに農家を志

す人が、どんどん就農できるまちになってほし

い」と話します。また、仕事の合間にはマラソ

ンやクロスカントリースキーにも 勤 しみ、昨年
いそ

１２月には第４０回西脇子午線マラソンの富良野

市派遣選手として大会に出場し、スポーツを通

して友好都市との絆を深めるなど、多方面で活

躍を見せる前多さん。

　今後については「春先のビニールハウスの温

度管理をはじめ、さまざまな農作業を自分で考

えて動けるようになりたいです」と話してくれ

ました。
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イ
カ
や
メ
ロ
ン
の
シ
ー
ズ
ン
が
到
来

し
、
短
い
夏
を
お
腹
い
っ
ぱ
い
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
ラ
ジ
オ
ふ
ら
の
の
事
務
所

が
移
転
し
て
か
ら
約
２
カ
月
が
経
ち
、
ス

タ
ジ
オ
の
片
付
け
作
業
も
落
ち
着
き
ま
し

た
。
　
先
日
、
私
は
和
歌
山
県
高
野
山
で
開
催

さ
れ
た
第
２
回
地
方
創
生
会
議
に
参
加
し

て
き
ま
し
た
。
地
域
が
大
好
き
な
人
、
ま

ち
づ
く
り
に
関
わ
る
人
が
一
堂
に
会
し
て
、

地
方
創
生
を
考
え
る
２
日
間
の
大
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
集
ま
っ
た
の
は
、
全
都
道
府
県

か
ら
世
代
も
職
種
も
さ
ま
ざ
ま
な
約
２
０

０
人
。
高
校
生
、
国
会
議
員
、
お
坊
さ
ん
、

職
人
な
ど
、
異
色
メ
ン
バ
ー
が
意
見
を
交

わ
す
現
場
の
熱
量
は
想
像
以
上
で
、
今
後

の
暮
し
や
仕
事
の
プ
ラ
ス
に
な
る
ヒ
ン
ト

ス

内
小
中
学
校
を
対
象
に
し
た
森
林

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
6
月
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
（
左
表
の
と
お
り
）。
今

年
度
は
小
学
校
5
校
、
中
学
校
2
校
の

合
計
7
校
で
実
施
し
ま
す
。
7
月
は
残

FM
URANO

USEUM

鰹問 生涯学習センター　
拶４２‐２４０７

フラノ ミュージアム漁

森の教室だより

念
な
が
ら
雨
天
中
止
と
な
っ
た
学
校

も
あ
り
ま
し
た
が
、
事
業
自
体
は
早
く

も
後
半
戦
に
突
入
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
東
大
演
習
林
神
社
山
が

ど
の
よ
う
な
森
な
の
か
を
学
ぶ
事
前

学
習
や
、
森
の
中
で
樹
木
や
生
き
物
に

つ
い
て
調
べ
活
動
を
行
う
森
林
学
習
、

こ
れ
ら
の
学
習
を
通
し
て
見
た
り
考

え
た
り
し
た
こ
と
を
ま
と
め
る
事
後

学
習
を
1
セ
ッ
ト
と
し
て
、
学
習
プ
ラ

ン
を
よ
り
明
確
に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
事
前
学
習
と
森
林
学
習
を
同

じ
日
に
開
催
し
て
お
り
、
基
本
的
に
子

ど
も
た
ち
は
、
森
の
中
で
お
弁
当
を
食

べ
て
い
ま
す
。
晴
れ
て
い
れ
ば
芦
別
岳

や
周
辺
の
山
々
を
一
望
で
き
、数
十
年
、

数
百
年
と
た
た
ず
む
樹
々
に
囲
ま
れ

て
食
べ
る
ご
飯
は
、「
森
林
ス
パ
イ
ス
」

の
効
い
た
ち
ょ
っ
と
違
っ
た
味
わ
い

と
な
る
よ
う
で
す
。

　
東
山
地
区
の
農
地
の
中
に
ぽ
っ
か

り
と
浮
か
ぶ
神
社
山
で
、
子
ど
も
た
ち

が
樹
木
や
た
く
さ
ん
の
生
き
物
を
通

し
て
、
故
郷
の
森
に
興
味
を
抱
い
て
く

れ
る
こ
と

を
願
い
つ

つ
、
安
全

に
十
分
配

慮
し
な
が

ら
、
こ
れ

か
ら
も
活

動
し
て
い

き
ま
す
。

備　考学　校　名日　程

同日開催
山部小学校（３・４年生）

６月２６日
樹海小学校（３・４年生）

雨天のため中止東小学校（３年生）７月３日

山部中学校（１年生）７月１２日

布礼別小学校（５年生）８月２３日

富良野小学校（４年生）８月２９日

樹海中学校（１・２年生）９月１１日

森林学習プログラムのスケジュール

を
多
く
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
起
業

家
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
事
例
紹

介
で
「
富
良
野
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が

出
て
く
る
場
面
も
あ
り
、
ま
ち
の
ブ
ラ
ン

ド
力
や
可
能
性
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

今
回
の
経
験
と
つ
な
が
り
を
、
今
後
の
活

動
に
活
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

市

 地
域
お
こ

地
域
お
こ
しし

協
力
隊
通

 　
協
力
隊
通
信信
瓜瓜

フェイスブックで情報
発信をしています

富良野市地域おこし協力隊

検  索 角フェイスブックを
　チェック！

富良富良野野

浦田芳浦田 芳穂穂さんさん

 地
域
お
こ

地
域
お
こ
しし

協
力
隊
通

 　
協
力
隊
通
信信
厩厩

フェイスブックで情報
発信をしています

富良野市地域おこし協力隊

検  索 角フェイスブックを
　チェック！

富良富良野野

浦田芳浦田 芳穂穂さんさん
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ラ
イ
ブ
を
終
え
た
感
想
 

　
「
楽
し
か
っ
た
！
」
と
感
じ
る
一

方
、
「
待
た
せ
て
ゴ
メ
ン
ね
」
っ
て

思
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
富
良
野
の
イ
ベ
ン
ト

に
も
声
を
か
け
て
も
ら
っ
て
い
ま

し
た
が
、
「
富
良
野
に
は
ラ
イ
ブ
で

帰
っ
て
き
た
い
」
と
い
う
こ
だ
わ
り

が
あ
っ
て
…
。
今
日
は
見
に
来
て
く

れ
た
お
客
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
目

を
見
な
が
ら
、
感
謝
を
込
め
て
歌
い

ま
し
た
。

今
後
の
目
標
 

　
デ
ビ
ュ
ー
２
周
年
を
迎
え
ま
し

た
が
、
ま
だ
ま
だ
走
り
出
し
た
ば
か

り
。
楽
器
も
歌
も
上
手
く
で
き
な
い

こ
と
が
多
い
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
そ
れ
と
今
ま
で
は
「
元
気
」
や

「
勇
気
」
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
活
動

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
私
の
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
面
も
さ
ら
け
出
し
、
あ
り

の
ま
ま
の
自
分
を
表
現
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
へ
 

　
こ
れ
を
機
に
富
良
野
の
ラ
イ
ブ

を
恒
例
に
し
て
、
外
か
ら
た
く
さ
ん

人
を
呼
び
込
ん
で
、
地
元
富
良
野
に

恩
を
返
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

ただいま

デビュー２周年記念ライブ

“Laugh”to“Laugh”

hoto 　 eportP　Ｒフォト レポート

瀬川 あやか

６月２４日に富良野市出身のシンガー・ソングライター瀬川　６月２４日に富良野市出身のシンガー・ソングライター瀬川ああやかさんやかさん
のデビュー２周年記念ライのデビュー２周年記念ライブブ“Laugh”to“Laugh”to“Laugh”が、“Laugh”が、富良野演劇工富良野演劇工
場で開催されました場で開催されました。。
会場を埋め尽くす観客の前に姿を現した瀬川さんは、開口一番「た　会場を埋め尽くす観客の前に姿を現した瀬川さんは、開口一番「ただだ

いま」とあいさつすると、観客から「お帰り！」と祝福の歓声とともいま」とあいさつすると、観客から「お帰り！」と祝福の歓声とともにに
大きな拍手が巻き起り、２ndシングル「恋の知らせ」で凱旋ライブが大きな拍手が巻き起り、２ndシングル「恋の知らせ」で凱旋ライブが幕幕
を開けましたを開けました。。
約２時間のライブで、デビュー曲「夢日和」など全１２曲を熱唱し、　約２時間のライブで、デビュー曲「夢日和」など全１２曲を熱唱し、曲曲

と曲の間に話をするＭＣでは、母校の富良野市立富良野東中学校の校と曲の間に話をするＭＣでは、母校の富良野市立富良野東中学校の校歌歌
を披露。アンコール曲では５歳から始めたピアノの弾き語りで「未熟を披露。アンコール曲では５歳から始めたピアノの弾き語りで「未熟なな
うた」をしっとりと歌い上げうた」をしっとりと歌い上げ、、“笑顔”で“笑顔”でライブを締めくくりました。ライブを締めくくりました。

No０１.恋の知らせ　No ０１.　恋の知らせ　　　　　　　　　No０No ０７.クロスロード７.　クロスロード
No　No ００２.ベストフレンド２.　ベストフレンド　　　　　　　No０No ０８.WAKEUP!!８.　WAKE UP !!　　　
No　No ００３.夢日和３.　夢日和　　　　　　　　　　　No０No ０９.Haveagoodday９.　Have a good day！！
No　No ００４.妄想スニーカー４.　妄想スニーカー　　　　　　　NoNo １０.はりーあっぷ１０.　はりーあっぷ　 
No　No ００５.ご都合よし子と足りてる男５.　ご都合よし子と足りてる男　　NoNo １１.カレイドスコープ１１.　カレイドスコープ　
No　No ００６.６.　どんなにどんなに……　　　　　　　　　NoNo １２.未熟なう１２.　未熟なうたた
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注目の本！

　家の中で迷子になっ
ていた―。見慣れた部屋
が森に変ぼうし、水であ
ふれる。迷子の相棒は歌、
偶然、そしてネズミ。さ
まざまな人に出会い、自
身の中に湧きあがる尽
きせぬ記憶の果てに見
た、この世界の姿とは…。
『新潮』掲載を単行本化。

家の中で迷子
  坂口 恭平  

ＢＯＯＫＳ

◆開館時間　

 《火・木・金曜日》　
　午前１０時～午後６時

 《水曜日》　
　午前１０時～午後７時

 《土・日曜日》　　
　午前９時～午後５時

◆８月の休館日

　・毎週月曜日
　・１１日鰹土 
　・３１日鰹金 

鰹問 図書館　拶２２‐３００５

一般書NEW

江戸の快眠法 / 宮下 宗三

歩いて、食べる 東京のおいしい

名建築さんぽ / 甲斐 みのり

作家がガンになって試みたこと 

/ 高橋 三千綱

展示・イベント

【１階読み聞かせコーナー】
　どんぐりおはなし会　　８月２２日鰹水 ・２９日鰹水 午後３時

※「おはなし会」「えいごのおはなし会」はお休みします

富良野図書館 検  索

ちょっくら

となりまち

今月のテーマ

夏のイチオシ

　中富良野　

森林公園キャンプ場
＆観光リフト

　森に囲まれた静かな空間「森林公園キャン
プ場」は１２サイト限定の無料キャンプ場。小
さな炊事場と簡易トイレも設置しています。
事前予約制ですので、早めに申し込みくださ
い。また、森林公園散策と一緒に観光リフト
に乗ってみませんか。十勝岳のすそ野に広が
る田園風景と花畑を眺めながら、ゆっくりと
した時間をお楽しみください。

鰹問 中富良野町産業建設課　拶４４‐２１２３

　南富良野　

マウンテンバイク＆森カフェ
　マウンテンバイクに乗って、森の中で小さ
な花や小鳥のさえずりを、見たり聞いたりし
て楽しみませんか。心地良い風を感じる夏の
森に、お邪魔させてもらいましょう。

期　間　１０月３１日鰹水 まで
場　所　どんころ野外学校（南富良野町字落合）
料　金　中学生以上６千円（１人の場合８千円）
　　　　小学生以上４千円（身長１２０cm以上）　

鰹問 どんころ野外学校　拶５３‐２１７１

　占冠　

雲海テラス

　早朝、凛とした空気の中で、視界いっぱい
に広がる幻想的な雲海を眺めながら、優雅な
カフェタイムはいかがですか。慌ただしい時
間を忘れ、ゆったりとした朝の時間をお過ご
しください。雲海は自然の産物。見ることが
できた方は、幸運かもしれません。

鰹問 星野リゾート　トマム　拶５８‐１１１１

　上富良野　

豚さがり
　豚の横隔膜の部分で、１頭から２５０ｇから
３００ｇしか取れない稀少部位です。解体処理
の際、枝肉にぶら下がっているように付いて
いることから「さがり」と呼ぶようになった
と言われています。夏に車庫や庭で焼肉を楽
しむ姿は上富良野の風物詩。お盆の時期は店
頭から姿を消してしまう人気グルメです。町
内の焼き肉店や精肉店で取り扱っています。
※豚さがりは上富良野産の豚肉の部位です。

鰹問 上富良野町企画商工観光課　拶４５‐６９８３

児童書NEW

ペンギンクルーズ

 / のはな はるか

へんしんたんてい

/ あきやま ただし

いいから いいから⑤ 

/ 長谷川 義史

図書館には、夏休みの宿題や自由研究、工作などに役立つ
本がたくさんありますので、利用してください。

図書館のホーム
ページで「蔵書
検索」や「予約」
もできます。
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井野 瑛斗井野  瑛  斗 さんさん    ((２歳２歳))　学田三区学田三区

えいえい とと

お子さんの写真を募集しています！

応募は、虚住所許氏名距電話番号鋸お子さん

の名前（ふりがな）と年齢漁簡単なコメント

を添えて、持参・郵送・メールのいずれかの

方法で「広報ふらの」までお寄せください。▲

メールアドレス　kikaku-ka@city.furano.hokkaido.jp

仲良し姉妹です仲良し姉妹です！！

▲

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

いつも元気に遊んでますいつも元気に遊んでます！！

右か右からら

山内 絃山内  絃 さんさん    ((２歳２歳))　末広町末広町

いいとと

縁　　  縁 さんさん    ((９カ月９カ月))　

ゆかゆかりり

　
「
親
子
の
ふ
れ
あ
い
」
と
「
集
え
る
機
会
」
を

拡
充
す
る
た
め
、
平
成
　
年
４
月
か
ら
保
健

２８

セ
ン
タ
ー
１
階
を
自
由
に
利
用
で
き
る
「
土

曜
開
放
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
実
施
の
き
っ
か
け
は
、
平
成
　
年
度
に
開

２７

催
し
た
「
市
長
と
語
ろ
う
地
域
懇
談
会
」。
参

加
者
か
ら
「
子
ど
も
が
屋
内
で
遊
べ
る
施
設

が
あ
っ
た
ら
良
い
と
思
う
」
と
い
う
意
見
を

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
同
年
　
月
に
開
催
し

１２

た
連
合
町
内
会
長
会
議
で
も
「
土
・
日
曜
日

に
屋
内
で
遊
ぶ
場
所
」
が
話
題
と
な
り
、
平

成
　
年
度
か
ら
毎
月
１
回
、
保
健
セ
ン
タ
ー

２８
１
階
を
開
放
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
利

用
者
か
ら
の
要
望
も
あ
っ
て
、
昨
年
度
か
ら

は
開
放
日
を
増
や
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
多
く

の
親
子
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
開
放
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
下
表
の

と
お
り
で
す
。
申
し
込
み
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
気
軽
に
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。　

土土土土土土土土土土
曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜
開開開開開開開開開開

土
曜
開
放放放放放放放放放放放

　
鰹問 
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
）
拶
３
９
‐
２
３
３
５

８月１８日鰹土 

開催開催日日

９月１５日鰹土 ・２９日鰹土 

１０月１３日鰹土 ・２７日鰹土 

１１月２４日鰹土 

１２月８日鰹土 ・２２日鰹土 

１月１２日鰹土 ・２６日鰹土 

２月１６日鰹土 

３月２日鰹土 ・１６日鰹土 

午前１０時～１１時３０分時時　間間

保健センター１階場場　所所

０歳～２歳児（誕生日がき
て３歳）の親子。幼稚園・
保育所入所児は対象外です。

対象対象者者

申し込み不要。当日、直接
会場にお越しください。

そのその他他

土土曜曜開開放放ののススケケジジュューールル

７月１４日の土曜開放。４組の親子が参加し、
ママ同士が談笑する場面も見られました。
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▼良い農業のやり方を学ぶ
富良野緑峰高等学校 GAP 講習会　６月２５日鰹月 

ギャップ

業高校などで、食品安全、環境保全、労働安

全の持続可能性を確保する農業生産工程管

理「GAP」を学ぶ取り組みが進む中、富良野緑峰

高等学校でも初めてGAP講習会が開催されました。

受講した学生は、ASIAGAP審査員などの資格を持

つ農業特別専攻科の増田 年  啓 教諭からGAPの種類
とし ひろ

や必要性などを学び、スライドに写った選果場の

写真を見て、改善点や危険な場所などを考えました。

農

▼台湾の教育旅行を初めて受け入れ
富良野地域日台親善協会教育旅行受入　７月１日鰹日 ～４日鰹水 

　　湾との親善と友好を推進し、文化やスポーツ、

　　経済交流をめざして、平成25年11月に富良野

圏域の自治体や事業所などで設立された富良野地

域日台親善協会が、台湾からの教育旅行を初めて

受け入れました。一行は台北市立華興中学校の生

徒と保護者、教員の４７人。東京大学北海道演習林

での森林学習をはじめ、市内の高等学校を訪れ茶

道体験などを通して日本文化に触れました。

台

　　時間や土日のみなど、自分にあった働き方が

　　できる農業の体験会が７月４日、山部と下五

区の農家で行われました。市営農活性化対策協議

会が、人手不足解消のために実施している子育て

応援ファームに続く第２弾として、５５歳以上の人

を対象に企画。第１回は３人が参加し、メロンと

トマトの管理を体験しました。道外から移住して

きた古川さんは、「ひとり暮らしなので、話し相手

がいると気分転換にもなりますね」と話しました。

▼農業体験 55歳以上移住者も
５５歳以上限定農作業体験会　７月４日鰹水 

短
　　ブランドのメイドインフラノ認定証授与式が

　　６月２７日、コンシェルジュ フラノで行われま

した。富良野圏内で生産された原材料を使い、市

内で製造された加工食品を、市が富良野をイメー

ジできるなどの基準で審査し、原始の泉を使用し

て作った和菓子「ふらのへそもち」など２６点を認定。

審査委員長の藤田均さんは、「ふるさと納税の返礼

品として扱っていきたい。第２回の募集は、秋ご

ろを予定しています」とあいさつしました。

新

▼第１回は２６点 市が認定
メイドインフラノ認定証授与式　６月２７日鰹水 
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▼地域の子どもが総出演
東山地域ふるさと祭＆ＪＡ農業祭　７月１４日鰹土 

い夏を楽しもうと、地域を挙げた夏祭りが、

ＪＡふらの東山支所青果施設特設会場で開

催され、多くの住民でにぎわいました。お祭りは、

樹海小学校児童の鼓笛隊演奏で華やかに幕を開け、

東山保育所園児の可愛らしいお 神  輿 や、樹海中学
み こし

校生徒の威勢の良いよさこい演舞が披露されるな

ど、地域の子どもが総出演。実りの秋に向け住民

たちは、子どもたちの笑顔で英気を養いました。

短

 山　中　　 工  さん（６４歳）
たくみ

瑞宝双光章
　 消防功労

防本部と消防署に、昭和４８年４月から４０年
勤務し、消防・救急現場、予防行政に尽力。

平成２３年４月には消防司令長、消防本部次長と
して、広域連合の出動態勢を整備し、平成２４
年４月からは、富良野消防署長として、火災
現場での指揮統率、消防職や団員の指導育成な
ど、多くの功績が評価され受章されました。

消

 濱　元　義　行 さん（75歳）

瑞宝単光章
　 消防功労

和４８年４月に消防団に入団して以来、３６年
もの長きにわたり、火災予防や災害防御活

動に尽力され、迅速的確な判断の陣頭指揮によ
り災害を最小限度に抑えるとともに、平成１５年
４月から平成２１年３月までは、富良野消防団副
分団長として、消防団員の育成指導にも多大に
貢献されました。これらの功績が認められ受章
されました。

昭

▼夏祭り 山部でも盛大に！
やまべふれあいまつり　７月１４日鰹土 ・１５日鰹日 

　　部の夏のイベント、やまべふれあいまつりが、

　　山部中央公園で２日間に渡り開催され、親子

連れなどでにぎわいました。前夜祭のビアフェス

タでは、抽選会や打ち上げ花火が行われ、２日目

は子どもから大人まで参加できる「運命のサイコ

ロゲーム」など、地元山部産のスイカやメロンを

賞品に大きな歓声があがっていました。子どもた

ちに人気の「魚のつかみどり」は子ども会の協力で、

最後の１匹まで夢中で追いかけ楽しんでいました。

山
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年
金
は
、
お
年
寄
り
の
た
め
の
も
の
と

考
え
が
ち
で
す
が
、
実
は
若
い
み
な
さ
ん

に
も
無
縁
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
年
金
は
、
自
分
の
老
後
の
た
め
だ
け
で

は
な
く
、
自
分
の
親
な
ど
の
老
後
を
み
ん

な
で
支
え
あ
う
こ
と
を
目
的
に
作
ら
れ

た
制
度
で
す
。
ま
た
、
一
家
の
働
き
手
が

亡
く
な
っ
た
と
き
や
、
思
わ
ぬ
病
気
や
け

が
で
障
が
い
が
残
っ
た
と
き
に
も
遺
族

年
金
や
障
害
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
加

入
手
続
き
を
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
保
険

料
を
未
納
に
し
て
い
る
と
、
将
来
年
金
が

受
け
取
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

忘
れ
ず
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
ま

し
ょ
う
。

　
学
生
や
低
所
得
な
ど
の
理
由
で
保
険

料
を
納
め
ら
れ
な
い
方
に
は
、
免
除
制
度

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
毎
月
１
回
行
っ
て
い
る
「
ね
ん
き
ん
相

談
」
は
、
『
事
前
予
約
制
』
と
な
っ
て
い

ま
す
。
予
約
方
法
は
、
市
民
年
金
係
や
各

国民年金・老齢基礎年金の裁定請求手続き

　
百
日
咳
は
け
い
れ
ん
性
咳
発
作
が
特

徴
の
 疾
患
 で
す
。
と
く
に
乳
児
は
重
症
化

し
っ
か
ん

し
死
亡
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
終
戦
直

後
は
年
間
　
万
人
以
上
発
症
、
約
１
万
人

１０

が
死
亡
し
て
い
ま
し
た
。
昭
和
　
年
か
ら

２５

全
菌
体
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
り
、
昭
和

　
年
に
は
患
者
が
数
百
人
、
死
亡
は
数
人

４５ま
で
減
少
。
し
か
し
、
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る

と
さ
れ
る
重
篤
な
副
反
応
が
問
題
と
な

り
、
昭
和
　
年
に
接
種
は
一
時
中
止
、
そ

５０

の
後
も
接
種
率
低
下
が
続
き
ま
し
た
。
昭

和
　
年
に
は
患
者
が
１
万
人
を
超
え
、
死

５４
亡
も
数
十
人
に
増
加
。
そ
こ
で
日
本
で
開

発
さ
れ
た
副
反
応
の
少
な
い
無
細
胞
ワ

ク
チ
ン
が
昭
和
　
年
か
ら
導
入
さ
れ
、
再

５６

び
接
種
率
は
向
上
し
ま
し
た
。

　
無
細
胞
ワ
ク
チ
ン
は
平
成
２
年
ご
ろ

か
ら
欧
米
で
も
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
す
る

と
、
非
定
型
的
な
症
状
が
多
く
診
断
が
困

難
な
年
長
児
や
成
人
の
患
者
の
増
加
が

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
無
細
胞

ワ
ク
チ
ン
は
全
菌
体
ワ
ク
チ
ン
に
比
べ

副
反
応
は
少
な
い
の
で
す
が
、
免
疫
原
性

（
免
疫
を
作
る
力
）
も
弱
い
こ
と
が
問
題

百日咳 
大人もご用心

で
す
。
欧
米
で
は
年
長

児
・
成
人
用
に
抗
原
量
を

減
ら
し
た
ワ
ク
チ
ン
を
新
た
に
開
発
し
、

日
本
よ
り
接
種
回
数
を
２
回
増
や
し
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
患
者
が
減
ら
ず
、
ワ
ク
チ

ン
未
接
種
の
乳
児
へ
の
感
染
増
加
が
大
き

な
問
題
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
米
国
で

は
抗
体
の
胎
児
移
行
を
目
的
と
し
た
妊
婦

へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
推
奨
さ
れ
、
大
き

な
予
防
効
果
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
日
本
に
は
ま
だ
年
長
児
・
成
人
用

ワ
ク
チ
ン
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
実
は
日
本
で
の
百
日
咳
患
者
数
は
不
正

確
で
し
た
。
平
成
　
年
ま
で
は
小
児
科
定

２９

点
医
療
機
関
の
み
の
報
告
で
、
成
人
例
は

相
当
数
抜
け
て
い
た
か
ら
で
す
。
し
か
し

平
成
　
年
１
月
か
ら
、
適
切
な
検
査
診
断

３０

で
百
日
咳
と
診
断
さ
れ
た
症
例
は
年
齢
を

問
わ
ず
全
数
報
告
す
る
と
法
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
は
根
拠
あ
る
百
日
咳
対
策
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
富
良
野
協
会
病

院
で
は
遺
伝
子
検
査
を
含
め
た
適
切
な
百

日
咳
検
査
が
で
き
ま
す
。
小
児
科
で
は
平

成
　
年
３
月
以
降
で
　
人
診
断
し
て
い
ま

２６

３８

す
。
き
ち
ん
と
検
査
す
れ
ば
、
成
人
患
者

も
か
な
り
い
る
は
ず
、
ご
用
心
く
だ
さ
い
。

鰹問 市民課市民年金係　

拶３９‐２３０１

２０歳は国民年金
に加入する

年齢です

保
険
料
の
支
払
い
は
お
忘
れ
な
く

支
所
に
あ
る
相
談

予
約
票
で
申
し
込

み
を
す
る
か
、
年

金
手
帳
（
基
礎
年

金
番
号
が
わ
か
る

も
の
）
を
手
元
に

置
き
、
旭
川
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

（
拶
０
１
６
６
‐
　
‐
５
０
０
４
）
へ
電
話

７２

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
予
約
し
て
い
な

い
方
は
、
当
日
来
ら
れ
て
も
相
談
で
き
ま

せ
ん
。

※
相
談
日
か
ら
１
週
間
以
内
の
予
約
は
直

接
旭
川
年
金
事
務
所
へ
お
願
い
し
ま
す
。

昭和２８年８月生まれ（６５歳）の方は、満６５歳の誕
生日以降に手続をしてください。すでに厚生年金
を受給している方は、誕生月に送られてくるはが
きを返送することで基礎年金の手続きが完了とな
ります。

（必要なもの）印鑑、預金通帳、年金手帳、マイナ
ンバーがわかるもの、戸籍謄本や住民票謄本など
（受付窓口）市役所１階 ② 番窓口

今月の手続きは

今月のテーマは

ね
ん
き
ん
相
談
は
予
約
制
で
す

こんにちは

医師会 角谷
です！
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最
近
、
ビ
ン
ポ
ス
ト
横
の
セ
ト
コ
ン
テ

ナ
ま
た
は
、
資
源
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

電
気
製
品
な
ど
の
不
法
投
棄
が
目
立
っ
て

い
ま
す
。

　
　

　　　
電
気
・
電
池
を
使
用
す
る
も
の
は
、
小

さ
な
物
で
も
す
べ
て
有
料
で
の
処
分
に
な

り
ま
す
。

　
環
境
課
、
ま
た
は
各
支
所
で
小
型
電
気

製
品
専
用
袋
、
ま
た
は
ご
み
処
理
券
を
購

入
し
、収
集
の
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

再
確
認
！
排
出
方
法
と
マ
ナ
ー

鰹問 環境課　拶３９ - 2308 

 ①
中
身
を
使
い
切
る

　
※
中
身
を
出
す
際
は
、
屋
外
な
ど
風
通

　
　
し
の
良
い
場
所
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
無
色
透
明
の
袋
に
入
れ
る

　
※
他
の
金
属
類
と
は

　
　
別
の
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　
⇒
金
属
類
の
日
に
、

　
　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
排
出
！

　
中
身
を
使
い
切
っ
て
、
環
境
課
、
ま
た

は
各
支
所
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
　
昨
日
、
現
金
で
購
入
す
る
こ
と
と
し

て
中
古
車
の
注
文
書
を
取
り
交
わ
し
た
。

し
か
し
帰
宅
後
家
族
に
猛
反
対
さ
れ
た
の

で
、
今
日
販
売
店
に
キ
ャ
ン
セ
ル
の
電
話

を
し
た
。
す
る
と
「
注
文
書
を
作
成
し
、

署
名
・
捺
印
も
も
ら
っ
て
い
る
の
で
契
約

は
成
立
し
て
い
る
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
で
き

な
い
」
と
言
わ
れ
た
。
注
文
書
に
署
名
・

捺
印
し
た
ら
キ
ャ
ン
セ
ル
で
き
な
い
の
か
。

Ａ
　
相
談
者
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
注
文
書

は
日
本
中
古
自
動
車
販
売
協
会
連
合
会

（
中
販
連
）
監
修
の
も
の
で
し
た
。
中
販
連

の
注
文
書
標
準
約
款
で
は
「
登
録
が
な
さ

れ
た
日
、
注
文
者
の
依
頼
に
よ
っ
て
修
理
・

改
造
・
架
装
に
着
手
し
た
日
、
自
動
車
を

引
き
渡
し
た
日
」
の
い
ず
れ
か
早
い
日
を

も
っ
て
契
約
成
立
の
日
と
し
て
い
ま
す
。

相
談
者
に
注
文
書
裏
面
の
契
約
に
関
す
る

条
項
を
確
認
し
て
も
ら
う
と
、
こ
の
記
載

が
あ
っ
た
よ
う
な
の
で
、
ま
だ
契
約
は
成

立
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
伝
え
、

そ
の
旨
販
売
店
に
申
し
出
る
よ
う
助
言
し

中古自動車 
契約のＱ＆Ａ

鰹問 消費生活センター　

拶３９‐１１６６

ま
し
た
。
そ
の
後
相
談

者
か
ら
、
キ
ャ
ン
セ
ル

す
る
こ
と
が
で
き
た
と

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

●
販
売
店
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
な
特
約

事
項
が
な
け
れ
ば
「
注
文
書
の
作
成
時

が
契
約
の
成
立
時
期
」
と
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自
動
車
の
購
入
に

は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
（
無
条
件
解
約
）

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
契
約
は
慎
重
に

行
い
ま
し
ょ
う
。

小型電気製品は
有料処分です

消費者ホットライン

利用方法

◎音声案内
→『１』を押す
→お住まいの
　郵便番号
　７ケタを入力

「クーリング・オフ葉書」

は、次の窓口に置いてあ

ります。

・富良野郵便局

・若葉郵便局

・山部支所

・東山支所

消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ消費生活センターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
若松町１７番１号　　
月～金曜日　午前１０時～午後４時

相相談談すするるなならら

▲不法投棄されたテレビ、
　電池、固形燃料ゴミ

▲市役所環境課のライター回収ボッス（右）

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
、
ス
プ
レ
ー
缶

使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
、
チ
ャ
ッ
カ
マ
ン

小
型
電
気
製
品
の
出
し
方

土・日・祝日の相談は

泣き寝入りは
いやや

188
 を利用してください
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 ・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

小
・
中
学
校
閉
庁
日
の

お
知
ら
せ

　
学
校
業
務
閑
散
期
と
な
る
８

月
　
日
か
ら
　
日
に
お
い
て
、夏

１３

１５

の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
資
源
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、教
職
員
が
休

養
を
と
り
や
す
い
環
境
を
整
備

し
、心
身
の
健
康
を
保
持
す
る
た

め
、
富
良
野
市
立
小
・
中
学
校
に

閉
庁
日
を
設
定
し
ま
す
。

　
原
則
と
し
て
期
間
中
の
学
校

は
職
員
不
在
と
な
り
ま
す
。
学

校
へ
の
相
談
、
手
続
き
は
こ
の

期
間
外
で
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
部
活
動
も
、
こ
の
期
間
は

実
施
し
ま
せ
ん
。

閉
庁
日
　
８
月
　
日
鰹月 
～
　
日
鰹水 

１３

１５

鰹問 
学
校
教
育
課
 

　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
３
２
０

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

戦
没
者
追
悼
法
要
の
  

ご
案
内

と
　
き
　
８
月
　
日
鰹月 

２０

　
　
　
　
午
前
　
時
１０

と
こ
ろ
　
興
仁
寺
（
幸
町
　
番
１１

１
号
）

対
象
者
　
戦
没
者
の
遺
族
の
方

鰹問 
富
良
野
遺
族
会
事
務
局
（
福

祉
課
内
）　
拶
３
９
‐
２
２
１
１

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

平
成
　
年
度
入
校
前

３１

適
性
相
談

　
国
立
北
海
道
障
害
者
職
業

能
力
開
発
校
で
は
、
求
職
中
の

障
が
い
者
（
応
募
希
望
者
）
の

入
校
前
適
性
相
談
を
実
施
し

ま
す
。

実
施
期
間
　

　
平
成
　
年
３
月
８
日
鰹金 
ま
で

３１

※
く
わ
し
く
は
開
発
校
ま
た
は

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

鰹問 
国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能

力
開
発
校
　

拶
０
１
２
５
‐
５
２
‐
２
７
７
４

思
０
１
２
５
‐
５
２
‐
９
１
７
７

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

特
別
児
童
扶
養
手
当

　
　
受
給
者
の
方
へ

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け

て
い
る
方
は
、前
年
の
所
得
や

異
動
状
況
を
確
認
す
る
「
特
別

児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届
」

の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
本
年
８
月
か
ら
翌
年
７
月
ま

で
の
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受

け
ら
れ
る
資
格
の
有
無
を
審
査

す
る
も
の
で
、対
象
者
に
は
事

前
に
提
出
書
類
を
送
付
し
て
い

ま
す
。提
出
が
な
い
場
合
や
一

定
以
上
の
所
得
が
あ
る
場
合
は
、

８
月
分
か
ら
の
手
当
が
受
け
ら

れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

提
出
期
間
　
８
月
　
日
鰹月 
～
　

１３

３１

日
鰹金 
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

鰹問 
福
祉
課
　拶

３
９
‐
２
２
１
１

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

図
書
館
駐
車
場
の
　

利
用
に
つ
い
て

　
最
近
、図
書
館
利
用
目
的
以

外
の
駐
車
場
利
用
が
見
受
け
ら

れ
ま
す
。図
書
館
駐
車
場
は
、図

書
館
利
用
者
の
た
め
の
駐
車
場

で
す
。利
用
者
以
外
の
方
は
ご

遠
慮
願
い
ま
す
。

　
な
お
、利
用
目
的
外
で
の
駐

車
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、適

正
な
利
用
の
た
め
の
措
置
を
と

ら
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

８月号

Ｑ．とうもろこしの皮や芯は、何

　　ごみですか？

Ａ　生ごみです。枝草類では出　

　　せません。

Ｑ．貝殻は、何ごみですか？

Ａ　生ごみです。袋が破れるおそ

　　れのある時は、新聞紙で包ん

　　で出してください。

Ｑ．メガネは、何ごみですか？

Ａ　フレームがプラスチック製の

　　ものは固形燃料ごみ、フレー

　　ムが金属製のものは金属類に

　　なります。

Ｑ．電気を使う子どものおもちゃ

　　は、何ごみですか？

Ａ　電気（電池）を使うおもちゃは、

　　電気製品の扱いとなります。

　　粗大ごみの処理券か、小型電

　　気製品専用袋を購入し、市に

　　収集を申し込みください。電

　　気を使わない木製・プラスチ

　　ック製のおもちゃは固形燃料

　　ごみ、金属製のおもちゃは金

　　属類になります。

Ｑ．スキーは切って透明袋に入れ

　　ば金属で出して良いですか？

Ａ　スキーは複合素材で出来てい

　　るので、金属では出せません。

　　粗大ごみの処理券を購入し出

　　してください。

ま
す
。

鰹問 
図
書
館
 

　
　
　
　
拶
２
２
‐
３
０
０
５

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
制
度
に
つ
い
て

　
農
業
・
農
村
は
、
単
に
食
料

を
供
給
す
る
基
盤
と
し
て
の
役

割
だ
け
で
は
な
く
、
農
業
生
産

活
動
な
ど
を
通
じ
て
国
土
や
水

資
源
の
保
全
、
良
好
な
景
観
形

成
な
ど
の
多
面
的
機
能
を
持
っ

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
中
山
間
地
域
は
傾

斜
地
が
多
く
農
業
生
産
活
動
が

不
利
な
地
域
の
た
め
、
耕
作
放

棄
地
の
増
加
な
ど
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。
本
制
度
は
、
平
成

　
年
度
か
ら
５
カ
年
の
第
１
期

１２対
策
、
平
成
　
年
度
か
ら
５
カ

１７

年
の
第
２
期
対
策
に
引
き
続
き
、

Ｑ＆Ａ

今月
の

ご み

 く
ら
し
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献血にご協力ください
　次の日程で、移動献血車「ひまわり
号｣が巡回します。血液は保存期間が非
常に短く（赤血球製剤で２１日間）、大変
不足していますので、献血の協力をお
願いします。輸血副作用軽減のために
４００ml献血にもご協力ください。

鰹問 保健医療課　拶３９‐２２００

平
成
　
年
度
か
ら
５
カ
年
の
第

２２

３
期
対
策
、
平
成
　
年
度
か
ら

２７

５
カ
年
の
第
４
期
対
策
と
し
て

生
産
条
件
の
格
差
対
策
の
た
め
、

集
落
へ
直
接
支
払
い
し
、
耕
作

放
棄
防
止
な
ど
に
努
め
る
も
の

で
す
。
本
制
度
の
透
明
性
を
確

保
す
る
こ
と
か
ら
、
実
施
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

対
象
農
用
地
及
び
対
象
基
準

虚
急
傾
斜
農
用
地

　
（
田
で
１
／
　
、
畑
・
草
地
・

２０

　
採
草
放
牧
地
で
　
度
以
上
）

１５

許
緩
傾
斜
農
用
地

　
（
田
で
１
／
１
０
０
、
畑
・
草

　
地
・
採
草
放
牧
地
で
８
度
以

　
上
）
な
ど

富
良
野
市
の
実
施
状
況

・
集
落
数
　
　
　
１
集
落

・
協
定
参
加
者
　
６
３
１
人

・
交
付
対
象
面
積

２
０
１
４
・
９
７
１
５
ｈ
ａ

・
交
付
金
額

１
億
３
５
６
９
万
４
４
５
９
円

交
付
金
の
使
わ
れ
方

　
対
象
と
な
る
集
落
の
集
落
協

定
に
も
と
づ
き
、
集
落
へ
支
払

う
交
付
金
の
う
ち
、
２
分
の
１

は
農
業
者
に
直
接
配
分
し
、
２

分
の
１
は
集
落
の
共
同
取
り
組

み
活
動
に
充
て
ら
れ
ま
し
た
。

主
な
共
同
取
組
活
動

虚
農
道
、
水
路
な
ど
の
定
期
的

　
な
泥
上
げ
や
草
刈
り

許
共
同
利
用
農
業
用
機
械
の
購
入

距
有
害
鳥
獣
の
駆
除

鋸
担
い
手
の
育
成

漁
環
境
美
化
活
動
と
し
て
並
木

　
道
、
街
路
な
ど
の
環
境
整
備

禦
河
川
・
堤
防
の
環
境
整
備
な
ど

魚
地
区
会
館
な
ど
の
清
掃
・
修
繕

鰹問 
農
林
課

拶
３
９
‐
２
３
０
９

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

架
空
請
求
は
が
き
の

詐
欺
に
注
意

　
市
内
在
住
の
高
齢
者
宅
に

「
架
空
請
求
は
が
き
」
が
届
き
、

５
１
０
万
円
を
だ
ま
し
取
ら
れ

る
詐
欺
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
は
が
き
に
は
「
法
務
省
」
や

「
訴
訟
」
な
ど
の
言
葉
が
書
か
れ

て
い
て
、
は
が
き
に
記
載
さ
れ

て
い
る
電
話
番
号
に
電
話
を
か

け
さ
せ
る
手
口
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
「
架
空
請
求
は

が
き
」
が
送
ら
れ
て
き
て
も
、

あ
わ
て
て
電
話
を
せ
ず
に
、
ま

ず
、
家
族
や
警
察
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

鰹問 
富
良
野
警
察
署

拶
２
２
‐
０
１
１
０

場所（駐車場）日　時

ツルハドラッグ
　　富良野弥生店

１０：００～１１：３０
１２：４０～１６：００

9/2
鰹日 

富良野消防署
ふらの農協本所
北の峯ハイツ

９：３０～１１：００
１２：３０～１４：００
１４：１５～１５：３０

9/3
鰹月 

ふらの農協山部支所
ふらの西病院
富良野協会病院

１０：00～１１：３０
１２：45～１４：００
１４：30～１６：００

9/4
鰹火 

富良野図書館
富良野市役所

１０：00～１１：００
１２：30～１６：００

9/5
鰹水 

【申込み／問合せ】 保健医療課　拶３９‐２２００

早期発見・早期治療で完治を！
対象者　 【子宮頸がん検診】市内在住で、２０歳以上の女性
　　　　 【乳　が　ん検診】市内在住で、４０歳以上の女性
　　　　 【大 腸 が ん検診】市内在住で、４０歳以上の方
　　　　　※昨年度、子宮頸がん・乳がん検診を受診された
　　　　　　方は、今年度の受診はできません
料　金　   ◆子宮頸がん・乳がん検診　それぞれ2,０００円
　　　　   ◆大腸がん検診　　　　　　　　　　１,０００円
　　　　　※生活保護世帯・住民税非課税世帯の方は無料

子宮頸がん・乳がん検診は個別検診でも受診できま子宮頸がん・乳がん検診は個別検診でも受診できますす
　集団検診を希望しない方は、平成３１年３月まで個別に予約し
て受診することができます。
医療機関   ◆旭川がん検診センター　拶０１６６‐５３‐７１１１
　　　　   ◆富良野協会病院　拶２３‐２１８１　
　　　　   ※富良野協会病院は子宮頸がん検査のみ（超音波検
　　　　　　査は別途５００円かかります）

集団健診の日程

場　所日　程検診名

保健
センター

虚１０月８日鰹月 
許１０月９日鰹火 
距１２月１４日鰹金 

子宮頸がん検診
乳がん検診
大腸がん検診

虚平成３１年
　３月１７日鰹日 

子宮頸がん検診
大腸がん検診

虚１２月１５日鰹土 
許平成３１年
　２月１７日鰹日 

乳がん検診
大腸がん検診

旭川がん
検診セン

ター

虚９月１２日鰹水 
許平成３１年

　２月６日鰹水 

子宮頸がん検診

乳がん検診

※旭川がん検診センターへは無料送迎バスがあり
　ます（保健センター午前７時集合）

乳がん検診・子宮頸がん検乳がん検診・子宮頸がん検診診

大腸がん検診大腸がん検診をを受診しましょ受診しましょうう

無料クーポン券を忘れずに!!
子宮頸がん・乳がん無料クーポン券（集団検診・個別検診の
両方に利用できます）を対象者の方へ５月に送付しています。
※紛失された方は再発行できます。

　「北方領土返還要求署

名コーナー」を市役所本

庁舎１階ロビーに８月３１

日まで設置しますので、

ご協力をお願いします。

鰹問 総務課　拶３９‐２３００

北方領土返還要北方領土返還要求求
署名にご協力を署名にご協力を！！



222222001188--88 FFuurraannoo

in

富
良
野
　
～
美
穂
オ
リ
ジ

ナ
ル
＆
ゴ
ス
ペ
ル
ソ
ン
グ
～

と
　
き
　
８
月
　
日
鰹土 

１８

　
午
後
１
時
（
　
分
前
開
場
）

３０

と
こ
ろ
　
喫
茶
＆
ギ
ャ
ラ
リ
ー

あ
か
な
ら

出
　
演
　
横
尾
 美
穂
（
う
た
）、

寺
西
 幸
子
（
ピ
ア
ノ
）

入
場
料
　
２
０
０
０
円
（
ワ
ン

ド
リ
ン
ク
付
き
）

鰹問 
喫
茶
＆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
か
な
ら

拶
２
３
‐
２
１
３
１

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

フ
ラ
ノ
ま
ち
フ
ェ
ス
             

 tw
ilig
h
t
2
0
1
8

と
　
き
　
８
月
　
日
鰹日 

１９

　
　
　
午
前
　
時
～
午
後
８
時

１０

と
こ
ろ
　
清
水
山
グ
リ
ー
ン
ラ

ン
ド
（
ワ
イ
ン
工
場
ラ
ベ
ン

ダ
ー
畑
前
）

内
　
容
　
ス
テ
ー
ジ
ラ
イ
ブ
、

ダ
ン
ス
、
手
作
り
体
験
、
販
売
、

飲
食
出
店

入
場
料
　
無
料
（
体
験
・
飲
食

物
の
購
入
は
有
料
）

※
雨
天
決
行

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ペ
ル
セ
ウ
ス
座
　
　

流
星
群
観
望
会

　
富
良
野
の
自
然
に
親
し
む
集

い
第
４
回
は
、
恒
例
の
天
体
観

望
会
。
天
体
望
遠
鏡
で
今
年
接

近
し
て
く
る
火
星
や
星
雲
な
ど

も
観
察
し
ま
す
。

と
　
き
　
８
月
　
日
鰹月 
　
　

１３

　
　
　
　
午
後
８
時
～
９
時

と
こ
ろ
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

参
加
料
　
無
料

定
　
員
　
先
着
　
人
３０

講
　
師
　
井
口
 和
信
さ
ん
（
富

良
野
の
自
然
に
親
し
む
会
）

申
込
み
　
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

鰹問 
博
物
館

拶
４
２
‐
２
４
０
７

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

２
０
１
８
ワ
イ
ン
会
　
　
　

「
ぶ
ど
う
畑
で
ワ
イ
ン
会
」

　
収
穫
を
迎
え
る
ぶ
ど
う
畑
を

職
員
が
案
内
し
、
散
策
の
後
は
、

地
元
食
材
で
作
っ
た
「
こ
だ
わ

り
の
ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
」
と
冷

や
し
た
白
ワ
イ
ン
や
ロ
ゼ
ワ
イ

ン
を
楽
し
み
ま
す
。

と
　
き
　
８
月
　
日
鰹土 

１８

　
　
　
午
前
　
時
～
午
後
１
時

１０

※
悪
天
候
の
場
合
は
中
止

と
こ
ろ
　
ワ
イ
ン
工
場
ぶ
ど
う

畑
（
清
水
山
）

※
集
合
は
ワ
イ
ン
工
場

参
加
料
　
３
０
０
０
円

定
　
員
　
先
着
　
人
２０

申
込
み
　
８
月
　
日
鰹月 
ま
で
に

１３

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
ワ
イ
ン
工
場

拶
２
２
‐
３
２
４
２

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

看
護
専
門
学
校
 　
　

　
　
　
　
『
学
校
祭
』

と
　
き
　
８
月
　
日
鰹土 

１８

午
前
　
時
～
午
後
２
時

１１

と
こ
ろ
　
看
護
専
門
学
校

内
　
容
　
看
護
体
験
・
お
茶
会
・

模
擬
店
・
縁
日
・
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど

鰹問 
看
護
専
門
学
校

拶
２
２
‐
５
５
１
０

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

あ
か
な
ら
の
催
し

M
ih
o
Y
o
k
o
o
L
iv
e

鰹問 tw
ilig
h

  
    
 t

 実
行
委
員
会

拶
７
７
‐
４
３
６
５

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

消
費
者
協
会
主
催
　
　
　
　

施
 設
 見
 学

　
音
更
町
の
柳
月
ス
イ
ー
ト
ピ

ア
・
ガ
ー
デ
ン
、
よ
つ
葉
十
勝

主
管
工
場
を
見
学
し
ま
す
。

と
　
き
　
８
月
　
日
鰹水 

２２

　
　
　
午
前
８
時
～
午
後
５
時

集
　
合
　
女
性
セ
ン
タ
ー

参
加
料
　
２
０
０
０
円
（
昼
食

代
、
保
険
料
を
含
む
）

定
　
員
　
先
着
　
人
３５

申
込
み
　
８
月
　
日
鰹金 
ま
で
に

１７

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
消
費
者
協
会

拶
３
９
‐
１
１
６
６

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

富
良
野
の
森
の
　
　

フ
ル
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

～
フ
ル
ー
テ
ィ
ス
ト
・
森
 圭
吾

の
仲
間
た
ち
～

と
　
き
　
８
月
　
日
鰹土 

２５

午
後
２
時
　
分
（
１
時
間
前
開
場
）

３０

と
こ
ろ
　
フ
ラ
ノ
マ
ル
シ
ェ
２

タ
マ
リ
ー
バ

出
　
演
　
森
 圭
吾
（
く
ら
し
き

作
陽
大
学
教
授
、
元
札
幌
交
響

楽
団
首
席
フ
ル
ー
ト
奏
者
）、
ほ

か
　
人
（
フ
ル
ー
ト
）、
森
 可

１３
奈
子
（
ピ
ア
ノ
）

入
場
料
　
前
売
１
５
０
０
円
、

当
日
２
０
０
０
円

販
売
場
所
　
大
道
楽
器
店

鰹問 
 ㈱
グ
ロ
ー
バ
ル
 企
画
営
業
部

拶
０
３
‐
５
３
８
９
‐
５
１
１
１

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
　
　

第
２
回
「
パ
パ
広
場
」

と
　
き
　
８
月
　
日
鰹日 

２６

　
　
　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

１５

と
こ
ろ
　
虹
い
ろ
保
育
所
園
庭

（
雨
天
時
は
室
内
）

対
象
者
　
０
歳
～
就
学
前
の
子

ど
も
と
パ
パ
（
保
育
所
・
幼
稚

園
入
所
児
も
参
加
で
き
ま
す
）

申
込
み
　
８
月
　
日
鰹金 
ま
で
に

２４

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

拶
３
９
‐
２
３
３
５

  催
　
し
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

富
良
野
吹
奏
楽
団
　
　

　
   

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

と
　
き
　
８
月
　
日
鰹日 

26

　
　
　
　
午
後
３
時

と
こ
ろ
　
フ
ラ
ノ
マ
ル
シ
ェ
２

タ
マ
リ
ー
バ

曲
　
目
　
「『
は
じ
め
て
の
お
つ

か
い
』
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」、
「
ま

た
君
に
恋
し
て
る
」、
「
デ
ィ
ー

プ
・
パ
ー
プ
ル
・
メ
ド
レ
ー
」

ほ
か

入
場
料
　
無
料

鰹問 
大
道
楽
器
店

拶
２
３
‐
２
２
１
１

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

芸
術
文
化
事
業
協
会
　
　
　

和
心
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
　

　
　
コ
ン
サ
ー
ト

と
　
き
　
９
月
１
日
鰹土 

　
　
　
　
午
後
２
時
開
演
（
　３０

分
前
開
場
）

と
こ
ろ
　
文
化
会
館

出
　
演
　
新
田
 昌
弘
、菅
野
 優

斗
（
津
軽
三
味
線
奏
者
）、
し
ん

た
、
田
村
 幸
崇
（
和
太
鼓
奏
者
）

入
場
料
　
大
人
１
５
０
０
円
、

高
校
生
５
０
０
円
、
中
学
生
以

下
無
料
（
大
人
と
高
校
生
は
当

日
５
０
０
円
増
）

販
売
場
所
　
文
化
会
館
、
大
道

楽
器
店
、
フ
ラ
ノ
マ
ル
シ
ェ

鰹問 
芸
術
文
化
事
業
協
会
事
務
局

（
文
化
会
館
内
）

拶
３
９
‐
２
３
１
１

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

沿
線
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

　

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

と
　
き
　
９
月
９
日
鰹日 

午
前
９
時
～
正
午
（
受
付
は
８

時
　
分
か
ら
）

３０
と
こ
ろ
　
空
知
川
ス
ポ
ー
ツ
リ

ン
ク
ス
集
合
解
散
（
南
富
良
野

町
字
落
合
）

参
加
対
象
　
小
学
生
以
上
（
小

学
生
は
保
護
者
同
伴
）

参
加
料
　
大
人
（
中
学
生
以
上
）

１
０
０
０
円
、
小
学
生
５
０
０

円募
集
定
員
　
先
着
６
人

申
込
み
　
８
月
　
日
鰹木 
ま
で
に

３０

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
市
民
協
働
課

拶
３
９
‐
２
３
１
１

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

扇
山
小
学
校
開
校
１
２
０
周
年

　

記
念
式
典
・
　
　
　

記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

　
記
念
式
典
終
了
後
に
、
児
童

た
ち
に
よ
る
演
奏
や
合
唱
を
披

露
し
ま
す
。

と
　
き
　
９
月
７
日
鰹金 

　
　
　
　
午
前
　
時
　
分
（
式

１０

３０

典
開
始
）

と
こ
ろ
　
扇
山
小
学
校
体
育
館

申
込
み
　
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

鰹問 
扇
山
小
学
校

拶
２
２
‐
３
２
５
５

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 　
  ふ
ら
の
演
劇
祭
  　
　
　

　
　

市
民
創
作
劇
　
　

　
参
加
者
募
集

　
年
齢
も
職
業
も
バ
ラ
バ
ラ
な

み
ん
な
で
、
ひ
と
つ
の
演
劇
作

品
を
つ
く
り
ま
す
。
演
劇
工
場

の
舞
台
で
遊
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

役
者
と
し
て
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

を
浴
び
た
い
方
、
音
響
や
照
明

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
舞
台
を
支
え

た
い
方
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

公
演
日
　
　
月
８
日
鰹月 
（
祝
日
）

１０

　
　
　
　
時
間
未
定

と
こ
ろ
　
富
良
野
演
劇
工
場
 

 稽
 　
 古
 　
８
月
か
ら
随
時
 （
時

け

い

 

こ

間
は
、
午
後
７
時
　
分
～
　
時
）

３０

１０

申
込
み
　
８
月
　
日
鰹月 
ま
で
に

２０

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

鰹問 
富
良
野
演
劇
工
場

　
　
　
　
拶
３
９
‐
０
３
３
３

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ネ
イ
チ
ャ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　
作
品
募
集

　
富
良
野
の
み
ど
り
豊
か
な
自

然
に
ふ
れ
て
、
感
じ
た
り
調
べ

た
り
し
た
こ
と
や
自
然
保
護
、

省
エ
ネ
、
地
球
温
暖
化
防
止
の

ア
イ
デ
ィ
ア
を
作
品
や
レ
ポ
ー

ト
に
し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
対
象
　
小
・
中
学
生
の
部
、

一
般
の
部

募
集
内
容
　
レ
ポ
ー
ト
部
門
・

作
品
部
門
・
ア
イ
デ
ィ
ア
部
門

募
集
期
間
　
８
月
　
日
鰹金 
ま
で

３１

表
　
彰
　
ふ
ら
の
環
境
展
２
０

１
８
（
９
月
　
～
　
日
開
催
予

２０

２２

定
）
で
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

応
募
先
　
環
境
課

鰹問 
ふ
ら
の
市
民
環
境
会
議
事
務

局
（
環
境
課
内
）

拶
３
９
‐
２
３
０
８

ところ　富良野演劇工場（入場無料）
申込み　電話で申し込みください

鰹問 富良野演劇工場　拶３９‐０３３３

午後７時開演８月１７日鰹金 第十四夜

千本にも及ぶ倉本ドラマの真髄を 倉本  聰 
本人の口から語られる至福のひとときです。

募集

募集

倉本倉本聰聰プライベートライプライベートライブブラリーラリー

富良野やすらぎ富良野やすらぎのの刻 刻 
とき今月の



224422001188--88 FFuurraannoo

業
務
内
容
　
放
課
後
の
子
ど
も

た
ち
へ
の
、
学
習
や
体
験
活
動

の
見
守
り

募
集
人
数
　
２
人

応
募
資
格
　
子
ど
も
た
ち
と
の

ふ
れ
あ
い
や
地
域
活
動
に
興
味

関
心
の
あ
る
方

勤
務
場
所
　
鳥
沼
小
学
校

謝
礼
金
　
１
時
間
当
た
り
８
４

５
円

勤
務
時
間
　
月
～
金
曜
日
の
午

後
２
時
～
４
時
（
学
校
の
状
況

や
長
期
休
暇
に
応
じ
て
変
動
あ

り
）
※
シ
フ
ト
制
で
す
の
で
ご

都
合
に
合
わ
せ
て
活
動
に
参
加

で
き
ま
す
。

申
込
み
　
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
の
で
、
社
会
教
育
課
に
電
話

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
社
会
教
育
課

拶
３
９
‐
２
３
１
８

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

青
少
年
表
彰
候
補
者
を

推
薦
し
て
く
だ
さ
い

【
個
人
】

　
お
お
む
ね
　
歳
ま
で
の
（
昭

３０

和
　
年
４
月
１
日
以
降
に
生
ま

６３
れ
た
方
）
青
少
年
で
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
活
動
を
３
年
以
上

実
践
し
て
い
る
方

虚
日
常
生
活
に
お
い
て
責
任
、

勤
勉
、
ま
た
は
奉
仕
な
ど
の
徳

性
を
も
っ
て
活
動
し
、
明
る
い

地
域
社
会
の
公
益
向
上
に
貢
献

し
た
方

午
～
午
後
６
時
、
（
土
曜
日
・
学

校
休
校
日
　
※
日
曜
・
祝
日
は

除
く
）
午
前
８
時
　
分
～
午
後

３０

６
時
（
週
　
時
間
）

２９

申
込
期
限
　
８
月
　
日
鰹金 
ま
で

３１

選
考
方
法
　
書
類
審
査
、
面
接

試
験

申
込
み
　
社
会
教
育
課
に
あ
る

申
込
用
紙
ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
社
会
教
育
課

　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
３
１
８

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

鳥
沼
地
区
放
課
後
子
ど
も
教
室

教
育
活
動
　
　
　
　

サ
ポ
ー
タ
ー
の
募
集

遊
び
の
指
導
及
び
学
童
児
の
保

育
・
指
導
な
ど

募
集
人
数
　
２
人

応
募
資
格
　
市
内
に
居
住
ま
た

は
採
用
後
居
住
で
き
る
方
で
、

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方

虚
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
方

許
社
会
福
祉
士
の
資
格
を
有
す

る
方

距
教
育
職
員
免
許
法
第
４
条
に

規
定
す
る
免
許
状
を
有
す
る
方

鋸
大
学
、
大
学
院
、
外
国
の
大

学
の
い
ず
れ
か
に
お
い
て
、
社

会
福
祉
学
、
心
理
学
、
教
育
学
、

社
会
学
、
芸
術
学
も
し
く
は
体

育
学
を
専
修
す
る
学
科
、
ま
た

は
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
課
程
を

修
め
て
卒
業
し
た
方

漁
高
等
学
校
卒
業
者
で
２
年

以
上
児
童
福
祉
事
業
あ
る
い

は
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
に
類
似
す
る
事
業
に
従
事

し
た
方

禦
５
年
以
上
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
に
従
事
し
た
方

勤
務
場
所
　
市
内
児
童
館
・
児

童
セ
ン
タ
ー

雇
用
期
間
　
　
月
１
日
～
平
成

１０

　
年
３
月
　
日
（
再
度
の
任
用

３１

３１

制
度
あ
り
）

賃
　
金
　
月
額
　
万
８
７
０
０
円

１１

勤
務
時
間
　
（
月
～
金
曜
日
）
正

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

特
別
支
援
教
育
支
援

員
の
募
集

業
務
内
容
　
学
校
で
の
学
習
・

生
活
面
で
支
援
が
必
要
な
生
徒

へ
の
サ
ポ
ー
ト

募
集
人
数
　
１
人

応
募
資
格
　
学
校
教
育
に
関
心

の
あ
る
市
民
（
教
員
免
許
の
有

無
は
問
い
ま
せ
ん
）

勤
務
場
所
　
市
内
中
学
校

雇
用
期
間
　
９
月
１
日
～
平
成

　
年
３
月
　
日

３１

３１

賃
　
金
　
時
給
８
４
５
円
～

勤
務
時
間
　
午
前
８
時
　
分
～

３０

午
後
２
時
　
分
（
１
日
５
時
間

４５

　
分
）

３０申
込
期
限
　
８
月
　
日
鰹月 
ま
で

１３

選
考
方
法
　
面
接
試
験

申
込
み
　
学
校
教
育
課
に
あ
る

申
込
用
紙
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
学
校
教
育
課

　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
３
２
０

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

児
童
厚
生
員
　
　
　
　
　
　
　

放
課
後
児
童
支
援
員

の
募
集

業
務
内
容
　
児
童
の
健
康
増
進

や
情
操
を
豊
か
に
し
、
健
全
な

新庁舎建設検討委員会部会の
市民ワークショップ構成員を
募集します　　　　　　　　

　新庁舎建設にあたり、広く市民のみなさん

の意見を聞きながら検討するため、新庁舎建

設検討委員会部会として、「市民ワークショッ

プ」を開催します。参加いただける構成員を

募集します。

　　

鰹問 財政課　拶３９‐２３０６　思２３‐２１２０
死zaisei-ka@city.furano.hokkaido.jp

市内在住の成人で、応募要領の資
格条件を満たし 、２回程度
（平成31年３月までの間）のワー
クショップに参加できる方

応募資格

12人程度募集人数

８月２０日鰹月 まで募集期間

新庁舎建設にあたり、富良野市庁
舎建設基本構想において示され
た基本方針をもとに、新庁舎に求
められる機能（防災・窓口・市民
活動支援・建物構造機能など）に
ついて検討します

任　　務

書類選考選考方法

財政課または市ホームページに
ある応募要領を確認の上、申込書
に必要事項を記入し、直接、郵送、
FAX、またはメールで提出してく
ださい。

申 込 み

  募
　
集
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方
や
団
体
の
情
報
を
募
集
し
ま

す
。

募
集
期
間
　
８
月
　
日
鰹金 
ま
で

２４

募
集
内
容

【
環
境
美
化
活
動
部
門
】

　
地
域
の
ご
み
拾
い
や
空
き
地

の
除
草
、
落
書
き
消
し
な
ど
の

環
境
美
化
に
取
り
組
ん
で
い
る

市
民
ま
た
は
団
体

【
緑
化
推
進
活
動
部
門
】

　
市
内
で
植
樹
や
植
栽
な
ど
の

緑
化
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る

市
民
ま
た
は
団
体

【
環
境
保
全
活
動
部
門
】

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
ご
み
の
減
量

な
ど
の
環
境
保
全
に
関
す
る
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
市
民
ま

た
は
団
体

応
募
方
法
　
環
境
課
に
あ
る

「
表
彰
候
補
者
推
薦
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て

※
該
当
す
る
方
で
も
、
富
良
野

市
表
彰
基
準
取
扱
規
程
第
３
条

に
該
当
す
る
場
合
（
市
税
の
滞

納
が
あ
る
、
刑
を
受
け
て
い
る

な
ど
）
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

推
薦
方
法
　
文
化
会
館
、
山
部
・

東
山
支
所
に
あ
る
推
薦
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
社
会
教
育

課
へ
直
接
提
出
、
ま
た
は
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。
推
薦
書
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

受
付
期
間
　
８
月
　
日
鰹金 
ま
で

２４

鰹問 
社
会
教
育
課
　

　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
３
１
８

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ふ
ら
の
市
民
環
境
会
議

表
彰
の
候
補
者
募
集

　
日
ご
ろ
か
ら
地
域
の
中
で
、

環
境
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る

許
公
共
の
福
祉
増
進
の
た
め
の

行
為
や
努
力
を
し
た
方

距
職
場
で
創
造
性
や
協
調
性

を
発
揮
し
、
職
業
人
と
し
て

生
産
性
の
向
上
や
職
場
環
境

の
改
善
な
ど
、
職
場
に
貢
献

し
た
方

鋸
地
場
産
業
の
振
興
に
貢
献
し

た
方
 

漁
青
少
年
団
体
の
指
導
ま
た
は

育
成
に
貢
献
し
た
方

【
団
体
】

　
文
化
、
教
養
、
体
育
ま
た
は

奉
仕
活
動
を
目
的
と
し
て
、
お

お
む
ね
　
歳
ま
で
の
青
少
年

３０

で
組
織
さ
れ
て
い
る
団
体
で
、

堅
実
な
活
動
を
常
時
、
ま
た
は

定
期
的
に
３
年
以
上
継
続
し

て
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の

成
果
が
著
し
く
、
他
の
青
少
年

団
体
の
模
範
と
な
る
団
体

く
だ
さ
い
。
な
お
、
他
薦
の
み

の
募
集
に
な
り
ま
す
。

※
表
彰
候
補
者
の
中
か
ら
審

査
・
選
考
を
行
い
、
ふ
ら
の
環

境
展
２
０
１
８
（
９
月
　
～
　

２０

２２

日
開
催
予
定
）
に
て
表
彰
式
を

行
い
ま
す
。

鰹問 
ふ
ら
の
市
民
環
境
会
議
事
務

局
（
環
境
課
内
）

拶
３
９
‐
２
３
０
８

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

日
本
赤
十
字
社
富
良
野
市
地
区

災
害
義
援
金
募
集

●
大
阪
府
北
部
地
震
災
害
義
援

金募
集
期
間
　
９
月
　
日
鰹金 
ま
で

２８

受
付
方
法

虚
郵
便
振
替
（
手
数
料
免
除
）

【
加
入
者
名
】　
日
赤
平
成
　
年
３０

大
阪
府
北
部
地
震
災
害
義
援
金

【
口
座
番
号
】　
０
０
１
２
０
‐

５
‐
５
８
７
８
６
４

許
日
本
赤
十
字
社
富
良
野
市
地

区
（
福
祉
課
）
の
窓
口

●
米
原
市
竜
巻
災
害
義
援
金

募
集
期
間
　
９
月
　
日
鰹金 
ま
で

２８

受
付
方
法

虚
郵
便
振
替
（
手
数
料
免
除
）

【
加
入
者
名
】　
日
赤
平
成
　
年
３０

米
原
市
竜
巻
災
害
義
援
金

【
口
座
番
号
】　
０
０
１
７
０
‐

３
‐
６
０
３
８
９
１

許
日
本
赤
十
字
社
富
良
野
市
地

区
（
福
祉
課
）
の
窓
口

●
７
月
豪
雨
災
害
義
援
金

台
風
７
号
及
び
前
線
に
よ
る
大

雨
災
害
で
、
西
日
本
を
中
心
に

被
災
し
た
方
々
を
支
援
す
る
義

援
金
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間
　
　
月
　
日
鰹月 
ま
で

１２

３１

受
付
方
法

虚
郵
便
振
替
（
手
数
料
免
除
）

【
加
入
者
名
】　
日
赤
平
成
　
年
３０

７
月
豪
雨
災
害
義
援
金

【
口
座
番
号
】　
０
０
１
３
０
‐

８
‐
６
３
５
２
８
９

許
日
本
赤
十
字
社
富
良
野
市
地

区
（
福
祉
課
）
の
窓
口

鰹問 
福
祉
課

拶
３
９
‐
２
２
１
１

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

富
良
野
混
声
合
唱
団

団
員
募
集

　
合
唱
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
高
校
生
以
上
な

ら
誰
で
も
大
歓
迎
で
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
見
学
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

と
　
き
　
毎
週
月
曜
日

　
　
　
　
午
後
７
時
～
９
時

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
２
階
会
議

室鰹問 
合
唱
団
（
日
向
さ
ん
）

拶
２
３
‐
６
７
５
７

市有地売払物件の

一般競争入札について
　市有地を一般競争入札により売り払
います。入札に参加を希望する方は、
期日までに参加申込書などを提出して
ください。なお、売払物件は、現状の
ままの引き渡しとなりますので、必ず
事前に現地の確認をお願いします。

入札日時　９月５日鰹水 　午前１０時
入札場所　市役所１階大会議室
申込期日　８月２７日鰹月 までに財政課　
　　　　　へ申し込みください。

※入札参加者は入札保証金（売払予定
　価格の１００分の５） の納付が必要と
　なります。参加申込みをされた方は、
　市が交付する納付書で期日までに納
　付してください。

鰹問 財政課　拶３９‐２３０６

所在地（地番）・面積区分№

富良野市北の峰町１９８１番９０
面積　２,１８６.３７㎡（宅地）

土地１

富良野市北の峰町４７７８番２
面積　１９９.４３㎡（宅地）

土地２

富良野山部北町２２５２番８
外５件　一括売払
面積　3,641.４４㎡（宅地）

土地３
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１．受験資格

学歴・資格対象生年月日受験区分
採用予
定人数

試験区分

大学、短期大学、高等専門学校、専修学校（修業
２年以上）、高校を卒業または平成３１年３月まで
に卒業見込みの人

平成４年４月２日以降生まれ大学卒

４人
程度

事務職

平成６年４月２日以降生まれ短期大学卒

平成８年４月２日以降生まれ高校卒

高校を卒業し、実務経験が５年以上ある人昭和５４年４月２日以降生まれ社会人

高校を卒業または平成３１年３月までに卒業見込み
の人。身体障害者手帳の交付を受けている人。活
字印刷による出題と口頭試問による面接に対応が
でき、かつ自力通勤、介護者なしで勤務可能な人

昭和５９年４月２日以降生まれ
障がい者
選考

大学、短期大学、高等専門学校、専修学校（修業
２年以上）高校で土木に関する課程を修めて卒業
または卒業見込みの人

平成４年４月２日以降生まれ大学卒

若干名土木技術職

平成６年４月２日以降生まれ短期大学卒

平成８年４月２日以降生まれ高校卒

大学または高校で土木に関する課程を修めて卒業
し、実務経験が５年以上ある人（JICA経験含む）

昭和５４年４月２日以降生まれ社会人

大学、短期大学、高等専門学校、専修学校（修業
２年以上）高校で建築に関する課程を修めて卒業
または卒業見込みの人

平成４年４月２日以降生まれ大学卒

若干名建築技術職

平成６年４月２日以降生まれ短期大学卒

平成８年４月２日以降生まれ高校卒

大学または高校で建築に関する課程を修めて卒業
し、実務経験が５年以上ある人（JICA経験含む）

昭和５９年４月２日以降生まれ社会人

管理栄養士免許を有する人、または平成３０年度実
施の国家試験により免許を取得する見込みの人

平成元年４月２日以降生まれ若干名管理栄養士

社会福祉士の資格を有する人、または平成３１年３
月までに取得する見込みの人

平成元年４月２日以降生まれ若干名社会福祉士

次のいずれかに該当する人
①保健師、助産師または看護師として看護専門分
　野の業務に３年以上従事した人で、大学で教育
　に関する科目を履修した人
②保健師、助産師または看護師として５年以上業
　務に従事した人で、採用後に長期教員研修を受
　講できる人
韻看護専任教員として必要な研修を受けた人

昭和５４年４月２日以降生まれ若干名看護教員

（居住要件）　採用後、市内に居住が可能な方

土木技術職（社会人のみ　若干名）平成３１年１月１日採用予定平成３１年採用
事務職（４人程度）
土木技術職・建築技術職（若干名）
管理栄養士・社会福祉士（若干名）
看護教員（若干名）

平成３１年４月１日採用予定

富良野市職員募集

２．受験方法
事務職、土木・建築技術職、管理栄養士、社会福祉士大学卒９月２日鰹日 

１次試験
試験日

事務職、土木・建築技術職高校・短大卒９月１６日鰹日 

※土木施工管理技士２級以上、造園施工管理技士２級以上、測量士、建築士２級以上、
　建築設備士の資格を有する方は、専門試験を免除

１次試験合格者及び看護教員１０月中旬２次試験

富良野市役所試験会場

試験実施要領を確認いただき、総務課職員係（市役所１階）にある申込用紙に必要事項を記入し、
提出してください。試験実施要領及び申込用紙は市ホームページからもダウンロードできます。

受験手続き

８月２１日鰹火 まで（土・日曜日、祝日を除く午前９時から午後５時まで）※郵送は８月２１日鰹火 必着受付期間

鰹問 総務課　拶３９‐２３００
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　６月３０日、第３３回全日本壮年ソフ

トボール大会北海道予選会兼第１８回

スポーツマスターズソフトボール北

海道予選会が、市ソフトボール場な

どで開催され、旭川地区代表で出場

した富良野クラブが準優勝し、初め

て全国大会への出場権を獲得しまし

た。富良野クラブは、９月に開催さ

れる日本スポーツマスターズ２０１８札

幌大会への出場を報告しました。　

日本スポーツマスターズ全国大会
の出場を報告　７月６日

　北海へそ祭り協賛事業のふらのへ

そマラソンがワイン工場駐車場を発

着点に開催され、342人のランナー

が、ワインロードコースを 爽 やかに

 疾走 しました。号砲とともに一斉に
しっそう

飛び出した選手たちは、コース途中

のアップ・ダウンで疲れがピークに

達していましたが、沿道の声援を受

けながら、最後まで健脚を競い合い

ながらゴールをめざしていました。

第3８回ふらのへそマラソン
７月２２日　

　第35回全日本少年軟式野球北海道

大会が、市民野球場などで開催され

ました。大会には、道内各地区予選

を勝ち抜いた２７チームが出場し、富

良野市からは、富良野東中学校と富

良野西中学校が出場。富良野東中学

校は２回戦進出。富良野西中学校は、

３回戦で東相内中学校（北見）を７

－５で破り、ベスト４に進出するな

ど健闘しました。

第35回全日本少年軟式野球北海道
大会で熱戦！　７月１３日～１７日

ニュースニュース ＆＆ コラムコラム
News ＆ Columns

　地域包括支援センターは、高齢者のみなさん

が住み慣れた地域で安心して暮らしていくため

に、必要な援助や支援を行う総合相談窓口です。

認知症をはじめ、介護に関する相談を幅広くお

受けしています。お気軽にご相談ください。

鰹問 地域包括支援センター（高齢者福祉課内）

拶３９‐2255
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。
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高齢者に関する相談は地域包括支援センター 高齢者に関する相談は地域包括支援センターへへ

認知症講習認知症講習会会
開催開催中中

　要望のある地域や職

場、学校、サークルなど

で「認知症サポーター

養成講座」を開催して

います。病気を正しく

理解し、認知症の人や

その家族の見守りや応

援役になりませんか。

受講した人には、認知

症サポーターの印であ

る「オレンジリング」を

お渡しします。

　講座の開催は高齢者

福祉課地域包括支援セ

ンター係へ電話で問い

合わせください。

保健センター２階

▲オレンジリング

ご家族や身近な人がご家族や身近な人が『『認知症かな？認知症かな？』』
と思ったら、ご相談くださと思ったら、ご相談くださいい
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災害時にも対応

災害時には、市とラ

ジオふらのとの協

定により災害情報

が流されます。

▼夏祭りの季節。やまべふれあいまつりを取材しま
した。天気は悪くても、会場から感じるのは、運営
者も来場者もひとつになって、とても楽しげな雰囲
気。地域で盛り上がる夏祭りは、ひたいに汗して準
備をしてきた舞台裏こそ、みんなで笑顔になって楽
しんで、その場だけでは終わらないつながりができ
て。素敵な地域の絆を感じた一日でした。（ま）

▼特集「カメラを持ってお出かけしよう！」の《番外
編》としておススメしたいスポットが「博物館（生涯
学習センター）」。館内の展示物にスマフォやタブレッ
トをかざすと、関連するＡＲ映像（拡張動画）が見ら
れます。例えば、「稲刈りの写真」にスマホを向ける
と、昭和初期の稲の刈り取りの様子を映像で振り返る
ことができます。ぜひ、お試しください。（む）

■行政情報番組「ラジオ広報ふらの」
　毎週　月曜日～金曜日　午前９時～９時５分

　　　　　　　　　　　　午後５時３０分～５時３５分（再放送）

■まちづくり情報番組「元気ハツラツ！まちづくり」
　８月１８日鰹土 　午前１０時～１１時

　８月２２日鰹水 　午前１１時～正午（再放送）

■協力隊員情報番組「地域おこし協力隊が行く！」
　毎週　月曜日～金曜日　午後１時～１時１０分

　　　　　　　　　　　　午後５時４０分～５時５０分（再放送）

災果

ラテ（１２歳 ♀）　ボーダーコリーとシーズーのミックス

愛犬家も大迷惑！ペットのフンは持ち帰りましょう

　下御料の藤田さん宅。リビングの椅子の下で静

かにくつろいでいる「ラテ」。今日も朝からお気

に入りの散歩コースをのんびり歩いてきました。

家の中では、ご主人の椅子の下が大好きで、寝て

いるときには枕を取ってみたり、いたずらしたり

することも・・・。

　そんなラテの大好物は、スペアリブの骨。料理

で残った骨をお湯で味を落としてから乾燥させた

もの。そのせいか、10歳過ぎても歯がとても丈夫

なラテでした。

わが家の
ペットと

６５

smilsmilee

笑 顔 の

リ レ ー

松田 宏美 さんから　…　藤田 カンナ さん
今月
は
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